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1方講韻糊一ズー3

鹿児島県川辺郡笠沙町片浦方言

上　　村　　孝　　二　編

1　9　6　8



　このテキストは，総合研究「地方における話し

ことば教育法改善のための基礎的研究」（代表者

大石初太郎）の一部として，研究用の資料として作

られたものである。

　方言の録音方法，方言の表記の方法などのあら

ましについては，別に作った「方言の録音とテキ

ストの作成について」　（国立圏語研究所話しことば

研究室編）を参照されたい。

　ここに牧めた方言の録音とテキストの作成と

は，鹿児島大学教授上村孝二が担当した。
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収録地点とその方言について

1．収録地点名：薦児島漿川辺郡笠沙町片浦

2収録地点の概観
　野間鴇部の良港の漁村である。声数280芦で大部分の住居は山の傾斜面に密集する。耕地

水田乏しいために農産物に見るべきものはない。部落の生活は漁業（．近海）に依存しているが，

近時漁獲が少なく，さびれた感じ。交通は南薩鉄道の加世紐駅と野間池との聞に戦前からバスの

優があり，最近は鹿児臨帯留行のバスも運行されている。買物は加世霞市にも行くが，商店の仕

入れなどは鹿児農布へ出か1ナる。枕崎山颪へも鳥道を利用して買物にでかける。漁船は枕騎方面

とも往来する。小ゆ学はこの部落にはなく手前の小山にある。役場もそう。

3．収録した方言の特色

　野二半臨（大溝晦・．笠沙町から威る）方言は三隅一般から卑やと，やや変わっている。むしろ

私の所謂二二南端方言（三際・山畠、・開蘭・喜入など）に上する。今回の臨地調査（語手の言葉

を主にした）1ごよみ℃鹿兜島地方には闘力点ない特徴をあげて見る。

　音韻・…「①語中・語尾のk、rtの有嗣ヒは微弱かがら残っている。老年にあるが，緬人差もあ

　　る、，②鹿児農地方では短い母音が鉱員写的だが，この方言では長音化の例がかなりある。多く

　　は強譲彩と愚ってよいようだ。③アクセントは重起伏謡なのが戦前の私の調査でわかってい

　　たカ㍉割に鹿児島式化しているようだ。・若い婦人（話手）には枕崎式ア（高低が鹿児島と逆

　　な上に重韓休式）がかなりさがれたが，この人の発音について疑いをいだく一座の連中はい

　　なかったから，枕崎式アと鹿児島式アに基づく重起伏調とがもと混在していたのか。なお要

　　研究。④ガ行輿音ほ予期に反してきかれなかったa

　　付：四つ仮名の区別は鹿児農中心部では行なわれないが，片浦回需では老人の坂上底（男）

　　　　だけはよく区別していた。

　文法……③セッカラ（為べきだ），イケッカラ（行くべきだ）のような二二方書的なもの。＠

　　終助詞（質問）にカナとかカオがある。③「ねえ」をr＝一」というの鵬児童にきかれた。
　　　　　　　　　　“Ntr“h．　一一N
　　　（南端方言的）

　語彙……バヵ（麦粒腫），イッソ（常に），ボッナ（かぼちゃ），アラクッ（片づける），ス

　　　マン（いけない），マメクジ（蝸牛），子ヲモツ（出産する），メテワケ（漁獲の配分）

　　　ヵチ（魚群）　マズミ（臼没寸前）　アサイ（浅瀬）以上4つは漁村語彙。
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4地点選定の理由
　自由会話の中に薩摩半農南端方吉的なものがどれほどあらわれるか，又どれくらい鹿児凝語化

　しているか，などを知りたいと思った。
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表記について、、

（指定の字母以外に使用した字母，および便用した補助記号）

特　に　な　し

1．念を押す意の終助詞　na，　nai　は前文と離して表記した。

　理由：次のような語末のnaと区別するためである。

　　　　ikaN．　na（行かなければ）

　　　　ikutokana（行くのかね）s　k3naは一語

　　　　ikgna（行くのですか）

2．念を押す意の◎，o：もユのna，　na：に準じて表記した。但し，　gaoのように黛aなど

　と密着したものは離さない。

3．断定の意のz量a，z葺LaNsu，　zjaNsa，又goaNsu，　ff◎zaNsu　なども自立語

　的なので前回と切り離して裏記した。

4．薩購方雷のgoalisU　の類は標準語のゴザイマスより丁寧度が抵いので「です，でありま

　すJなどと訳した。これを9ございます」と訳したのは「ありがとうございます」の例だけ。
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1．火事の思い出

録部時1966年11彫舶二
録音場所　笠沙町片浦

　　　　　金営荘（旅館）

話し手

　（略号）　（氏　　名）　（性別）

　　跳　　林　達郎　　男

Y　　山中房子 女

（生　　年）（職業）

大正6年生商業

〃12年生農業

（居　　　住　　　摩）

0～13才在郷　14～18鹿児髭帯（IH
簿1中学）19～21在郷　 21～29食嚢2仁市

（兵役）30～現在在郷

0～16才在郷　17～2i神戸市’22～

現在在郷

解説：戦前この部落でおこった大火のことを画想し、その恐擁について語る。

H　a　bi　na　gaqcui　at　aja　om　aN　sae　iq　kai　ko：　lg　iko　k．　ai一
　　あのね　　ほんとに　　　私は　　　　あなたに　　　　一一一回　　　こう　　　きこうかい

ci　omo　oi　keqga　aqtatade：N　aN
と　　思って　いる　　ことが　　　あるのだが，　　　　　あの

ko｛〈oN　hu；eka
ここに　　　大きな’

1〈wahiga．aqtai　na
火事が　　　　　　あっ．た　　　ね。

Y　hai
　　はい。

H　aja　doqkara　il〈ena　laui　site　deta　」’aqtatokao
　　あれは　　どこから　　　どんな　　　風に　　して　　　出たの　　でしたか。

Y　，a　hikoN　hara　oteraN　sobaN　o
　　あそこの　　　ほら　　お寺の　　　　そばの　　ね，

］｝ii　ha：　ha：　ha：

　　はあ，　はあ，　はあ。

’5r　ahi　koni　an　o：　eine　｛）　asa　Nno　oj　asi　ta　do　ga　ha　ra　na：
　　あそこに　　　　あの　　　お稲婆さんが　　　　　　おられたろうが　　　　　ほら　　ね。

H　a　oraqt，aga　eraqtaga
　　あ　おられたよ，　　　おられたよ。
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　　　hai　ahik◎N　iekara　detataNdON　◎：
　　　はい　　あそこの　　　家から　　　　出たんですが　　　　ね。

　　　hvN
　　　うん。

　　．de　ano　k．iN－peNwa　hara　moem◎sitataNdON　◎：　ima
　　　で　　あの；近辺は　　　　　　ほら　　燃えましたんですけど　　　　　ね。　今

　　　忌a「蒋壽Ona：

　　　最初　　　　ね。

　　　halh・卑
　　　はい，．　はい。

Y。。。◎ka長）hig、h◎，ahid、m、ni・、q・earh。，a
　　　その　間　ゆ．ほら・畑こ　　なって　麺ほら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）
　　　ahikos費：　　toNmQsita（圭e　 sakan？eN　 Sakase：
　　　あそこへ　　　　飛びましたので　　　　　坂面（の）．　坂の方へ。．

薮　so：na
ε　．．㌃うかい・

　　．　　’　　　　コY　　　　セ　ロ　　　ha1
　　　は漸・。

B一． A，、」、　h、、，垂。，d。，。N　t。k、。rc、垂、§）、。i，aid。、

　　　私け　　　ね，　　ちょうど　　　その　　時は　　　あなた，　　　兵隊で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）
　　　to：kjGNi　Ila　3no　gaqk◎l　oqtaj◎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　wage：kara　Qma一
　　　東京の　 ねあの学校に　いたのよ。段宅から　”あな．

　　　重・k・t…　akwazida　z・N・毒・：…　iN・uim・．m至・・
　　　た，　「片浦　　　　　火事だ　　　　　全焼す　　　　　　　親類も　　　　　　みな

　　　3aketa　cjutedeNP◎ga　kita　mGN毒aqde．r，a：
　　　や鯛1といって脚が．勲もの．だから再・

Y箭i

　　　h譲禦gaqt望麗聖£害さk’：、繋のa’c」9N

　　　・・k・ii…e’k」・・k・…g・i・・i・…・・．・na・
　　　所に　行って　休騰睦　　．．．．ぢ、もらマて一．為

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蝋ρ7



Y

Y

Y

Y

Y

Y

hai
はb。　　　　　　　・．　　　　　　　　・　　　　　　　　、　．lk・一・

mq　：　sj　u：　s　e／N　ip．a　e　mq　i！na　．k，　tt　r・　a・　，・・　ls　aNgu　r．ea，　＄a　s　．i　u：一

まあ　　終戦前，　　　　　　．まあ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今から　　　・　考えれば　　　　　ね，　　終

seNmae　jaq，t　q．taqdoN　lt　ara　．N
　戦前　　　　だったんだけれども。

hai　，　　　　．　，　　　　’　・　’
はいσ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）　，’r
seN　t　omo　at　ai　na　3“　（3　a　．z　jo：k　．i　e：　wa　si　ta　1｝lnaq’tata　q一

そんなのも　　　私なんか，　　　　　状～兄は　　　　　　　　知らなかったん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6＞
do　iN　na．　iqk．i　kju：kao　more　ag　e．　t．　e　na：
だが　ね。　すぐ　　　休暇を　　　　　いただいて　　．　　ね，　　　　・

はい。

s　o．hi　t　，e　．t　o：　kjo　：k．a　（f）a　mo　do・q　ki　tata　q．　cio

そして　　　　東京から　　　　　　　戻って　　　来たんだったよ。

e：

え身。

ho　si　te　rri　od　oq，kit　a，t　oga　｝t　o　1〈　e　cita　to　．cr　a　cjo：　do

そして　　　戻って　　　来たのが，　　　ここへ　　着いたのが　　　ちょうど

baN　ja　qta　mo　｝・i　ja　qde　saqpai　zj　o：　kj　o：　mra　wca　ka一
晩　　　だった　　　もの　　だから，　　さっぱり　　　状況は　　　　1　　わか

ra　！＞1　taq　ciG　sa：

らないのだもの　　ね。

hai
はい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）
hosi　te　modoq　mi　taja　．・o，m　aj　．3　wa　ige　N－s　ja　kRr　a’N
そして　　　　戻って　　見たら　　　　あなた，　　麹分の家の人々は　　　殿の

nake　bo　．s　o．：　qci
中に　　　　ぼんやりと，

llai　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　・　　　　　　ミ　　　　　1

はい。　　『　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　7・一



H　oql〈ahaNto　omaja：　etoqc｝aNno　omaja：　suwaqcjo一一一
　　擬んと　あや、　お父さんが　　あ輪　坐ってお
　　ra　q．t　aqde　na：　’h　oi　de　mo　：　ba　bj　no　koq　」ar　eja　waL

　　　られるんで　　ね。　　それ・で　　もう　　晩の　　　　こと　　だから　　　　わ

　　karaNt3q　de　mo　so　N一　mama　e：　irot“　na　ko　cu　ma　ka一
　　　からないので，　　　もう　そのまま　　　　　　いろんな　　　ことを　　まあ　語

　　taqte　neta　kecja　netataqdoN　na：
　　　・て　激　こ醐．鰍んだが　　ね・

’Y　hai
　　はい。

　　al〈uihi｝a　omaja　okiqte　mita　tokeiga　waigeN
　　　翌日は　　　　あなた，　　起きて　　　見た　　　ところが，　　　自分の

　　ijat：　nahi　o：　aN　hutok3　waigeN　elto　omaja　ja一
　　家は　無し．ねあの大きい　自分の　家のあなた，　屋．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）

　　siqga　gaqctti　komalka，mo　komaNkataqde　s’ora　na：
　　敷が　　　　　とても　　　　小さいも　　　　　　小さいのだから　　　　　　それ・は　ね。

’Sr　hai
　　レさや’・

　　Nda　eno　ato　cju・wa　keN　moN　zjaqdoka：i　c．ute
　　おや・即蹴　いえば　こんなもの　だろうかと　　’t「k”・て・

　　keL：　si　te　m一　iL　r一e　」a　gg｝　a　Sa　n．f　Ni．z」　ai　IF．　pLt　ag　．r　aN’　e．　wa

　　　こう　して　　見勲ば　　　　あなた，　　何にも　　　　片浦の　　　　　家は

　　fiakataqde　sora
　　無いんだもの　　　　それは。

Y　hai
　　　はい。

　　ma　ageN　tamagaqta　k・cja　nakaqtla、　ataja・maト
　　　　　あんな　　驚いた　　　　　　　ことは　　　なかった　　　　私は。　　　　あな

　　taqrno　tamagai　jaqtarod．ai　na：　ho，　rkno｝eokGte：
　　　たたちも　　びっくり　　なさったろう　　　；ね，　　ほんとに。　　　　　　　　　‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9）
Y　？一　N．　h．一a．ra　Lsi．g：ho：　rl）？：　h．　u．t．a．　t．．o．k．o　ikara　ko．．　himo

　　あの　ほら　　　両方　　　　　　まあ　　　ふたところがら　　　　　　こう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　8一



Y

Y

Y

難、

Y

Y

Y

火が　　ね，　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　．1』．；’．’t’／　．＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．t　，，．i

e：　huN
ええ，うん。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

h趨陛ρg禦a腺9． ftq饗『・．：鵬一
N：　ho　（si）　te　ki：te　Mi　ta　ri　a：
うん，　そして　　　　　聞いて　　　見たら，　　　　　　　　　　　　「一

hidamaN　naqte　to．Nde　itate　o：
火玉に　　　　　　なって　　　飛んで　　　行って　　　ね。

翻．

密協野・繋a蟹a聾蹴se：ぎ£：、照ρ
　　　　　　　　　　　．　11）
ki　！p，as　i　ta　．d，　，e　sjo

来ましたでしょう

e：

え吏。

de　rjo：ho：　ltara，　ko：　inoe．　tato　goaN一　de　o

で商方から　　 こう燃えたの　ですから　ね。
　一　一　　　　　．　　　　一

zj　aqtat．，Q　ja　fla：：
そうだったんだ　　　ね。

hai
はい。

hoide：　na：　ju　go　aqtade　akuihi：　，！yi：　te　mita一一
そ灌　　ね（両三ミ滴ようだ・たので、MN　　聞いて　勲

ja　sono　oig　eN　us　itoi　ha　ra　a　no　otemA　eo　1）．　asaN
ら，　そのう　　私の家の　　後：うが　　　　ほら　　あの　　お：友小母さん　　　　　tt

．c　tt，：　ie　．o，q　te　ma　da　ka　ja　ega　aq　ta　aq　die　h，a　，r　a

と言って，居て　　まだ　　　茅家が　　　　あった　んだよ　．ほら・

hai　．　，，
はい。　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　一9r．



Y
蔽

Y

aN　k－ora　織a：
あの頃　　ね。

hal　　　’
はい。

s・ide　na：．gaqc、ui　hiB・・ma．：ja．　na献酬◎ig．eaa鍬a
それで．ね・ほんとに　火の　廻鵬　 たしか　私の家な露

11a玉akaqta　jOna　｝｝u：　玉aqtagao　　　　　　　　　　　：
皐力・つた　　　　　　ような　　 様子　　 だったよo

ha：i
はあい。

hoide　na：　sodoqmo　naimo　toidasaNzi：　naNdeN
それで　　ね，　　諸道具も　　　何にも　　取り出せないで，　　　たしか

m◎　、勇、aqt．（）kaq・t（）　 墨｛O：　　nige毒．aqta　　量（）na　 h．U・：　　jaq・ta：

　　　やっとのこと　　　　こう　　逃げなさった　　　　ような　　様子　　だった。

ha：i　kazega　h・site　kicugo　sitade　hara　na：
はあい，　風が　　　　　それで　　　　ひどい　　でしたから　　　　　ほら　　　ね。

　　　　　　　　12）
　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　の

z］aqttlt◎3a　na・
そうだったのだ　　　　ね。

hai
はい。

SOI　kaZOξ［a　m，3ta　koN　sitado：iga　moeta　toqto
その　　風が　　　　また　　　この　　下通りが　　　　．　燃えた　　　時と

iqd。ki　naNka｝c・ONro　nomaNtakeN｝・。se：kaz．ega
同時に，　　　例だか　　　今度は　　　野間岳の　　　　　　　方へ　　　　風が

駆馳aqt郎aq　cuw．∂ina：
変ったんだ　　、　　という　　ね。

hai
はい。

hlnOnlkUqna　MON　jaqCljO　alga　m，O：sals30kara
ひにくな　　　　　　もの　　だよ。　　　　あれが　　もう　　最初から

SQN　aqciN　hOSe　huic玉oreja　kora　na：
あのう　あっちの　　方へ　　　吹いておれば　　　　　こら　　　ね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一10一



Y

Y

sil’

ssl’

’se”

Y

ha：i　　　　　．　　　　．　　一　　　　　　　　　 ・　　　1
はあい。

keN　htttoka　kWaz三m◎．・naでaNtaqtat7a（1doNkaraN
こんな　　大きい　　　　火事にも　　　　ならなかったんだけれども。

易鴇房t。鷺：　　　　　一1；　　rづ

ho！s］no鑑ote　haNna　tamaga重　jaqtaga　miNna　ge：：N
ほんとに　　　　　あなた，　　びっくり　　　　なさったよ。　みんな　　　どんなに

suqdokaici　omoq　do　・N　ka　maq　ka｝｝9鯛mirea　kn一
するだろうって　　　思って。　けれど　　まあ　　考えて　　　見れば　　　片

£aUramO　nai　jaqtai　na：　　aikara　 koqci　O：
浦も　　　・　　何　　だったよ　　ね。　　あれから　一こつち　　ね。

hai
はい。

　13）

zuga・aqtai　s圭Ye・ma：　imaz’垂a　ko・ra．　keN　s．ite
漁が　　　あったり　　して　　　　まあ　　今では　　　　こら　　　こんな　にして

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］4）
ra（》：　iemO　’蚤aqP『ai　taqte　ma　薫okaqtarO　na・’　1
もう　　　家も　　　やはり　　　　建って’　まあ　よかったよ　　　　　ね。

hai　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．’・
はい。

zuga　aqtade　l3a：
漁が　　　あったから　ね。

玉aslto　 na：
そうですの　　ね。

ha：三……jaqpaikwasici　narejam◎gaqcui　mト
はあい。　　　やはり　　　　火事と　　　　なれば　　　もう　ほんとに　　　身

黙◎kega　 きodaqga　kora　hinobuN籍a　daizi　seN．na
の毛が　　　　よだつよ　　　　ほら。　　火だけは　　　　　大事に　　　しなければ

　　　　　　　ぴsumaNtej◎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三
いけないよ。

　　　　15）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　・
hiNno　ano　h．・iruN　goq　na：siVa　hara　na：
　　　　　　あのう　昼の　　　　ように　なりました．　　ほら　　ね。

　　　　　　　　　　　　　　　　一11一



蕪

Y

zjasitadodai　na：　mo　atainaNda　sa・　mo　so：：zomo
そうだったでしmう　　　ね。　もう　私なんか　　　　　そう　もう　想像も

cuka：N　de　oma．itacja：　ikena　hvde　soN　Bigeja一
つかない。　　では　あなた達は　　　　　　どんな　　　具合で　　　　　　逃げなさ

qta一　ln．oNkao　jaqpai　：．つた　のか　　　　やはり。

atainaNda　to：goasitade　hara　na：
私なんかは　　　　　　遠かったですから　　　　　　　　　・ね。

ha　：’

はあ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16）

himotoga　to：　goasitasi　ja　ano　・jakemohai“taNde
火元が　　　　　　遠い．　でしたし，　　　　　　あのう　　焼1ナませんのですから，

hu．x，i

うん1，

　　　　　　　　　　　　　17）
h（）至de　 nigek二ata　 nigem（）liaNtaNdONkaraN　　jaqpai
それで，　　　　　　　　　　逃げませんでしたけれど，　　　　　　　　　やはり

n’

奄高盾メfuba　moqdahikata　goasi£ai　na：
荷物を　　　　　　持ちだしかた　　　　　でしたよ　　　　．ね。

laqtaroral　na：
そうだったろう　　　ねσ

usitoN　towalca　tokoise：　hirnb　kimoh．aN　tokoi一
後ろの　　　　遠い　　　　　ところへ，　　　　火も　　　来ません　　　　ところ

@1
へ　　　ね。

jaqtaga　sora　mo　，　．　．．J　…・1そうだったよ　　そ1’iは。　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　・．

一一一　一一一　一一　i　一一t

a：　asa　lxla－Nzigoro　ciNkwa　sitaCokana
ああ，朝　　　何時頃　　　　　　鎮火　　　　　したのかね。

asaN　n’＝@Nz　i．goro　goasi　ta　（1　oka・i　ma　da　h，　ir　．u　jake
朝の　　何時頃　　　　　　でしたろうか，　　　　　まだ　　．t、t昼　　　焼けて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一12　一一



o＄itai　na：　aqpal　moegosltal　na．
いました　　ね。　　やっぱり　　燃えていましたよ　　　ね。

H　e：
　　ええ。

Y　jaqpai　hiru－goro　zja　na：　sobG
　　やはり　　　昼ごろ　　　　　　だ　　ね。　その

鑓　　a：　so：na
　　ああ，　そうかい。

Y　墨aqPai
　　やはり

融　s◎：na
　　そうかい。

Y　hai
　　はい。

Y　e：
　　ええ。

　　19＞

si　oq
している

　　18＞
ka：i
かわり，

tokoi（ga）　goasita．doN
ところが　　　　 ありましたけど。

2．運動会に参加をすすめる

録音臼隣1966年11月19H
録音場所　笠沙町片瀞

　　　　金宮荘（旅館）

話し手

　（略号）

　　H

　　Y

（氏　名）

林　達郎

山中房子

催別）

男

女

（生　　年）

大正　6年生

〃12年生

（職業）（居住
商業　　　　既　　出

農業　　　　　　”

歴）

解説：町の顔役である男性が小学校の運動会に婦人会としても参加するよう女性に頼む，女性は

こ㊧次は踊りなξけいこして参加するようにしたいという話。

ff　ko　lxl　ma　ja　oMa　ja：

　　この前は　　　　あなた，
㎞篇g

堂

蜘
31

一

kwaiga　aqte　cjoto
会が　　　　あって　　ちょっと



Y

yx

Y

Y

Y

Y

hu・iN　k・in　o．k・qde　a－q　t・gd・．。m・」・：．．

鰍会の　　・ことで適．？煙　 あなた・

hai
はい。

siqkaレki：ciqkjai　Ix・a：
しっかり　　　　聞いておきなさい　　　ね⑰

hai
はい。

　　　　　　　　2◎）

aN：sinoqno　na：
あのう　仁木の　　　　ね。

hai
はい。

kaqk◎Sa・19taqjara：k◎saqz玉。3・Ma　t・・’ara　maCU＄itado一
克子さんたちやら，　　　　　　　　高崎山の　　　　　　　あれは　松下ど

Nna　只aNC3u　hu£◎ka◎　hara
んは　　なんという　　人かね　　　　　ほら。

kazUk二〇Sa聾1象a
和子さんですか。

a：　a：　k：azukosaNtaqga：　gaqkON　oma毒a：　m◎NnO
ああ，ああ，　和子さん達が　．　　　　　　　学校の　　　　毒なた　　　　門の

maed（｝　hajasaN　（hajaq）saN　iqtoq　maqcjai　maqc一
蔑で、　淋賜　　林さん　　ち・・と偽なさい　待ちな

ja三　cjute　ijai　．moN　jaqde　na蓋ffoqkaoci　ataimo：
さい」　．ど　　　　書われる　もの　　だから，　　何事ですかと　　　　　　ラ郵、も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のtamagaqte　tomε3qta℃alsa：　　　　　　　　　　　　　　　，
びっくりして　　　立ち止まったのさ。

hai
はい◎

sositaja　na；・　hajasisaN　kONdON　a．N：　uNdo：kai一
そしたら　　　ね。　　林さん　　　　　　今度の　　　あのう　tt運i勤会　　　　．

niwa　dositeN　 sor∂　katauraN　hUziNkaino－simo
には　、　どうしても．　　　　　　　片濡の　　・　　　婦人会の「漣中も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一14一



a　no　dete　in　oro　f｛　oto：　om　a．　Ns　a．N　ho　1〈　E］　：a　一h　ap，　as　ii・

あのう　出て　　　貰う　　　ように　　　あなたの　　　　方から　　　　話、．

　じslq
して

taft　rr）．ohaNkaci：　sanonA．are，　te
下さいませんかて　　　　　頼まれて

　　　のoma3a．：
あなた。

Y ●
　
　
．
e

　
　
り
〉
ズ

レ
え

澱　e　狙ara
　　え，　また

　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

Omaltaja：　S◎N
あなた達は，

　　　　　　　　　　　コ　　　　サ　　　　　　　　　　　　サ　　：｝｝ada　 霊｛ata三1（）C3a
　　まだ　　　語り合っては

　　　　　21）

Y　i：la
　　　　ン　　し、L・、ズ．．o

koNdoNtomo
今度のも

oijaraNteka
おられないのか。

　　　　じ　　　　　　　　の

naNZ3a．1
何にも

翼　　 bojahikξ…　 正〕．e：　　sa　　hu芝二（）1く二a．　1）U】〔；ak　i．　（）qte　 IS，◎．．N：　・k；at．la一

　　ぼんやり　　　ね，　それは　大きい　　　　部落に　　　いて　　　　　　．背

U　1’　．1　N

浦の

seN：

huzi　；N　1sc　a　，i　N．

婦入会が

　　　　　　　22）
C圭qta　kO：
少しは　　こう。

de　ra　）i　cu　1〈　oq　ga

出ない　　　という　ことが

。｝　ca　i　1〈　a　im　a　N

誰か　　　今の

　のal　m◎N．
あるもの

　　　コ　　　　　　　　ロ

kwa・1Cl◎wa
会長は，

」　・a　・q　・c　uka

なのか。

dお：i・

．誰‘

jaq宅okao
なのかい。

Y　nama孟
　　名前

ヒ

．ILIwaN擁a
「雷わなければ

H　so：　na：　o：
　　　そう　ね。　おお

　　　　SUNn“｝ohaNt◎．k．．e
　　　　いけないのですか。

　　　　　　　　　　　　　　23）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

sora：　k三q’kjal”ea：
それは，　　　聞きなされば・

　　のNll］a
いいえo

Y　ima　hora　ai　goasjdeja　atainal　da　lgaic　jo：
　　今は　　ほれ，　あれ，ですもの。　　　　私なんか　　　　　会．長

　ロ
CきじWa
というのは

kima　｝iaNzi　o　’
決まりませんで　　ね。

a
謁

、
｝

叢
．

Y　iqkagecu　ko：taide
　　　1カ月　　　　交替で

　ぴSlq
して
。｝ldeja　hara
いますから　　　ほら。

一1　5一一．



も
麟　
りa
あ
h
は

O
事　
のa
あ
h
は

Y’　1〈aicjo：o　na：
　　　会長を　　　　ね。

ff　aq　soide　c　ko　i“　geqno　to　：bal　na　dai　．k　ao
　　あっ，　それで　ね。　Ax月の　　　　　　当番は　　　　　　誰かV＞。1．

Y　NR

鷺　naNcina
　　何だって。

Y”　jaqpai　namai　ju：mositona
　　やはり　　　名前を　　言いますの。

ee　・juqkaqsjareja　＄iqcjoijaq　toka　ora　sitaN　mo｝i“一・
　　教えてくれれば　　　　　　知っておられる　　　時は、　私は　　知ちない・もの…。

Y　一．一・namaeci’　ataimo　wakahaNna　’kora
　　　　名前って　　　　私も　　　　わかりません　　　ほら。

M　naina　wakaraziria
　　何です。　　わからないでかい。

V　hai
　　はい。

H　sa　da・re　so：daiN　fio　surea　jokareka．i　．n．a：
さあ，誰に

　　24）
c’ 鰍≠mni
父さんに

　穣談を　　　　　　すれば　　　よかろう恥い　　ね。

」．uq　mirokai　na：
醤って見ようか　　　　ね。

s　a　m，a　1＞1　一

山二の

Y　hai
　　はい。

N　aijara
　　あれやら

　　　　ロ　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　　　 ロ

aN－SjU3ara碧」1：
あの連中やらに

naNlgakaNka　kataq　miro一
何かいろいろ　　　　　語って　　　見よう／’．

kai
かい。

Y　hai
　　はい。

一16　．．一



Y

Y

sosite　sora　dositeNi　omaitaqno　jnqpai　waql〈：a
そして　融・t’うしても　あな燵が　　やはり　：苓い∫
　　25）

韻脚qde：競甚：s量∵t．・篇搬㍗躍i・．

omotaqde
思、うので・．

hai
はい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　1’

k．　o．N　d　odoma　：　dg．」　一a．r　．e　」　a　」．o　ka　seN　ge　ba　pa　na：　，　kL9　．（19一一

　今度こそ　　　　　　出られると　　　よい。　　　　　そうしないとね，　　子・供1

．N　ga　rn　yi　i．　git　ak，a　t，a　9．c　i　o．．，　，．　，

が　1．．可哀そうだものね。．

zjaSlto　na：
そうです　　　ね。

hoka？t；　tokoino　Ba：　a－Nt．　li　uziNkaino－siN：　deiaqte
外の　　　　ところの　　　ね。　　あのう　婦人会の連中が　　　　　　　　　出ら淑、るのに

潔a：㍑瑠瀦こらq　4．，a　iJ　s羅ザぽ£∵綱e

副

鰍「a鵠黙轟》2一∵ga需：．tt．一・…　　／

baftt

　・一・一一・一・一・toziNnaka　jona　hu　jaqdo
　　　　　　さびしい　　　　　　ような　　様子　　だよ。　　　　　　　　　‘

．鷺こ　　：　　一：．・：．t∵　・・一．・一，．・

de：　sg　qkaq　se　N．：　k，o　i，　ku　，N　aN　k．　，a．　Ai　b，　u，　．N　一si　mo　se　N．

　で　　折角　　　　　そのうい、校医の　　，」ちの　．幹部の遮申も、　　　　そう

犠e㍑薪鯵　　　　　　・．、・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．墨　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　づ7一



Y
麓

一一
@・Y・

y

Y

hai　；　”　i　’　”　’　’i．はいσ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・’1・

．碧黙1、’d吻』mo：saa悲畢許「a：s尉a轡h轟’9“一

qjara　site　mata：　ko：　soraNnu　sitel　，moq・kakeq
やら　　　　して　　　’また　　　　こう　　　相談を　　　　　して　　　もちかけて

来るから，

h－ai’　’　r
はい。

sol　teka　sora　emaitacimo　do・se　tafi　omal“na
その　　時は　　　　　　あなた達にも　　　　どうせ　　翰まなければ

nara　N一　keqmo　de　a．　£a　qde　na：
ならぬ　　　　ことも　　　出るのだから　　わ。

h－a　’i　

　・　・　’　1　’　’　／　1’；はい．。

1’　ok　a’　hu　i・　si　t－e　‘　h’　・i・　toq　keto　h’　・i・　d　om　，a　mo　：　u；lxi　d，g：　kai　一一

　よい　　様に　　して．　　一・つ　　　　An年あた．り　　　　　　　　　運勤会

ni　Qd　oi　sit　at　eq　1〈　ur　ej　，a，i　na：　i，．
　に　踊りを　仕立てて　　　お呉敵、　　　　ね。

hai　1〈　ei　ko　ni　iqmo　haN　’n・a　’r　a’　，h’ora　・t　，・　・　・一i’

はい。　稽古に　　　　　行きませんなら．　　　　ほら。　　　　．t．　　　　t

　　　　　　鋤　　　　　　　　　　27）
a：　mata　kekowa　seql〈ara　na：
　　　もちろんさ，稽古は　　　　しなくちゃ　　ね。

hai
はいb

keko　cju£aci：　se：　na：　jaqpai　sa：　hiwa　．stigocu
穂古と　　雷っても　　　　そう　　ね，　　やはり　　　ね　　　昼は　　・仕事を

「t轡．寵mσ謙脇瓢1轟麗．鞠doNk岬：1＝．1急

はい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一18　一一



H　seja　ma　dokoN－simo　seN　sijla－qtai
　　それは　　まあ，何処の連中も　　　　　そう　　なさるのだ

Y　ReNfii　iqdono　uNdo：kai　goaNde：
　　年に　　　　一慶の　　　　運動会　　　　　　ですから，

kot．e：．　．oma　」　，a　：’

もの　　あなた。

　　　　　2・　8＞

hamec　ukemoha　N．　’r
頑弓長らなけれ．ぱなりま

fiara．omala
せん　　あなた。

N　katauraN－sibaqlgai　sijaqtojanas－i　to
　　片引の連中だけ　　　　　　　　　　なさるのじゃないし，

Y　hai
　　はい。

ff　siga　nara“i　cu　koqga　ai　moNka　emaja　mukas　i・ia
　　でき　　ない　　　という　ことが　　ある　ものか，　　あなた。　昔は

omaja　kataurab］　huzi－Nkaino－siga　gjokuriNko：一
あなた：　　片浦の　　　　　　婦人会の連中が　　　　　　　　　玉林校区の、

ku｝Tl　huziNl〈aino－si：　ri：do　si　QiSaqtaqde　sa：
　　　　　婦入会の連中を　　　　　　　ジード　　　して　居られたから　　　　ね。

Yz3asito　na二
　　そうですの　　ね。

N　wa・　ge　｝］　oqka　’h　aN　ka　ra　kiq　mol　zj　aqt　i，　tai　ga

　　うちの　　　お母さんから　　　　　聞く　　もの　　だったのよ。

Y　hai
　　はい。

至i置　zuNdare垂3N登aciO　 Clq電a　 Slqka玉　 si圭araNka
　　だらだらなさるなよ。　　　　　少しは　　　しっかり　　　なさらないか。

Y　hamecukpmosa　lgoNda：
　　頑張り荻せんなら　　　　今度は。

王至　jokana
　　いいかいo

Y　hai
　　はい◎

登　 e：　h◎N捻ara
　　えま，　それならg

一一　19　一一一



）

9
q
2
e
　
r
　
a
て

　
t
し

　
a
出

　
h
精

Y keikori　i’　itate
稽古1こ　　　行って，

H　銀
　　うん。

Y　de：　mata　hokaN－si
　　そして　また　　　外の連中にも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　鋤

：mo　juqkasemohaNnara：
　　　　教えませんなら。

ES　g．　eNt　siq　ktirejai
　　そう　　して　　下さい6

Y　hai
　　はい。

H　’feide：　hoNnara　m’a　at’aiga　m・ata
　　それで　　　　そ潔なら　　　ま　　私が　　　　　また

le　」　’u，　，a　s　i，　t’　aN

今β　　明Eの

uci
うちに
sora a－N一一si：tomo　han’asu　site－Q

あの連中とも　　　　　話を　　　　　して　　ね，

Y’ ?ａ?

　　はい。

釜翌　de：　moitacu　goq　sロqde
　　それで　盛り上がる　　　ように　するから。

Y　hai
　　楓い。

H　ma：　omaNsa：mo　sora　mo　ima　ataikara　1〈iqkjaq一
　　まあ　　あなたも　　　　　　ほら　　もう，　今　　　私から　　　　　　聞かれ

tataqde　sora　na：
たから　　　　　　ほら　　　　ねo

Y　hai
　　はい。

H　sosite　ma：　vaTaga　tomodaqno：　soN　1〈ino・　ota一一
　　そして　　　　まあ　　霞分の　　　友達の　　　　　　　その　　気の　　会った

＄ini　cl　eN　o
連中にでも　　ね，

Y　hai
　　はい。

一20　一一



Hma：k◎t。hid◎ma　k。rakeN。ite：seN。iteni’a　．
　　まあ　　今年あたり　　　　　　　　　　こう　　して　　　　そう　　して

　　an・：・・d・Nn・uke£ataqd・」a・・w・c癖；奮・面・i・i
　　あのう　　糠炎を　　　　　受けたのだから　　　rやろうJ　　という　1’具合に，

　　C三qtodeN　ko・ku：kio　CUkui　itaq　kui玉a晦Nka
　　　少しでも　　　　こう　　空気を　　　作って　　　行って　下さらんか。

Y　hai　　　　　　　・　　』1　・、
　　はい。

　　　　　　　　　　　　　　31）

鷺；’s「o　su‘　1’ja：　joq　kotohidoma：　joka　hui　圭qtal’a一
　　そう　すれば　　　　　　　今年あたり　　　　　　いい　　　按配に　行くのでは

　　seNka
　　ないか。

．Y　hai
　　　．ない』

鷺　na
　　　ね6　－1　：・

Y　ha是
　　　はい。

es　nabicjutacレ’痴：bmaitaqga．C曇U：・iN　3aqt：aqd・ja
　　　．何と言ったって　　　　　　　　あなた達が　　．．　　中ノ〔〉　　　　．　　だからよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

　　sa。
　　　ね。

Y　hai
　　　はい。

H　na
　　ね。

Y　hai　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　はい。

H、。N、iq　ku，　ejai　h・翻。，am・：tan・Nde． P・br，5f・・a：

　　　そう　　して　　お呉れ。　　　　それでは　　　もう，　　頼むから　　　　そら　　ね。

セhai
　　　はい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一21一



H　hai
　　はい。

Y　hai　””””，

　　はい………叫・。

3．結婚式の今昔

日19
月
　
）

－
　
　
蜜

鱗
犠
鰯
饗

1
笠
金

時
所B
場

音
音
録
録

話し手

　（略号）

　　K

（氏　、名）　（性別）　（生　　年）　（職　　業｝

仮山長太郎　　男　　大正　2年生　町役場職員

擁　　前田ナツエ　　女 明治42年生　　商業

（居住歴）∵
0～現在まで在郷但し，2，3か月

の程度で季節的に長崎累・山口嗅

島根漿に出稼（2◎才v3◎才）

0～15才在郷，15～20鹿児馬
市，20～21福職市，21～’36

京城，36～在郷

解説：昔の結婚式はこっそりと取りおこなわ礼花嫁にもいたずらをするも．Oであったヵx，今は

さることもなく旅館などで披露もかねて行うようになった。講（女）の最近身内でとり行われ

たことをとり入れながら話は進行している。

K　nacjaN　koNcja
　　夏ちゃん，　　今臼は。

Mko至鵜iciwa
　　合Bは。

K　doqka　iql〈jasitana
　　何処か　　　行かれたのですか。

鍼．hai’
　　はい。

K　ohaNna　konogora　jo：icirokuN一一一gate　nai；kb　gozu一
　　あなたは　　　この頃は　　　　　洋一郎君方に　　　　　　　　　　何かジ　　結婚

一一@22　一



置
麗

碧k：e：　kwaNkeide　iqkjaqtac量　kiqmositadoNkaraN
の　　　　関係で　　　　　　　行かれたと　　　　　　闘きましたけれども、

ha・i　　soino　k◎qde　na：　　atai　　ima　 siNtaN　　tGsioz玉一一
はいe　　その　　　　ことで　　；ね。　　私は　　　今　　　下の　　　　　藤四おじ

saNka　，t．e　iqm・sitat◎：

さ訪へ　．行きま．したのよ・　　　　　　　．・・

　　　S◎。na
そうですが。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・．　・、．

hai
はい。

joka　kOCU　sijaSita　na：
よい　ことを　なさいました　ね・，　　　　　「

懲雀a：d？．毒丑暗調鼠1’宅a・

w組ze：k・n・90r◎Nta：k・：hade　naqte：mukasi一
すごく　　　　この頃のは　　　　　　こう　　はでに　　なって　　　　昔

t．◎　　§im◎Sgja　 i琴eNka　cigO　（》q　　CUmoNga
、・ﾆ　はすt’．　なんだか　撃破いると言いま荊・

seN　goasito
そう　　ですの。

ikena　li・uni　imaNta：si葦・・qtO　goahika
どんな　　　風に　　　今のは　　　　　なさるの　　　　ですカ㍉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．32）

ma：Ba：mukasa．　h・ra　an・WageN・n・in・gezjult“ke
鏑　ね　都　　・ほら　⑳う齢辺の　　　繍・1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　念3）

cuwa　mo：nakadaqdoNno　modoke　itate
というのは　　　　仲立ちさんが　　　　　貰いに　　　　行って，

hai
はい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　34）

kurejaq　tamohaNkaci
下さい　　ませんかと　　　　．　　層　「「．　　ぺ

hai
はい。
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　　ag　’e　mo　Nde　ci　1’　aNs　ff　ba：

　　差上げますよ　　　と書われれ鵜、

　　’ha　i

　　はい。　　　　　　　　　　　　　：．

　　sosite　hora　in．ata　koNda　’aN　io’」’aN－si£o　’Balgacla一一

　　そして　ほら　また　今度は鋤親の加と　，触物、

　　qdoNto　o：
　　さんと　　　ね，

K　hai
　　はい。

　　so　cu　to　sa　kan　ao　p一？　oqte　i　qk　」ai　moN　goa　si’t　aga　o：

　　　縮と　着を　　もρて　．行か泌　もの，でした坤？

　　zjasi　ta　ne・　zudo　b］　no　go　zuN　ke　cu　te　na：　．i　u　moN

∴∵ず響’灘ElbDてね・雷胆
　　　でしたよ。

b4（［　ha：i　n　6’2　ui｝“　n’　e　go　z’urn．uke　c’　ut　e　go　z」’uNk　e．　o　s一　i」aq

　　はい・・ねずみの『雛式　といって結聯を　　なさる．．

　　toka　mo　koqsoito
　　時は　．．もう　こ？そりと。

K　hai
　　はい。

M　bitoni　wakarabi　go　wakaraN　go’ 汲盾唐潤@koso　koso
　　　入に　　わからない　ように・わからなv・ように・9k．．こそ　こそ

　　koso
　　　こそ，

　　hai
　　　はい。

M　 anO　C秘reke　ita竃e
　　あのう　連れて　　　行って，

K　hai
　　はい。
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fyl

M

Soi　ma㌃a　hUt◎N－Sja　Ol
それに　また　　　入々は　　　　　ね，

hai
はい。

k◎so　koso　doqkara　 kiqkaziqjaqtajara　koNnja：
　こそ，　　こそ，　　　どこから　　　　　聞きかじりなさった：やら　　　　　　　今夜は

ahike　gOZUmukega　aq　cuga　cute
あそこに，　結婚式が　　　　　　ある　そうだ　　と’欝って

　し　　　　　　　　　　コ

z3aSItat◎　na．：
そうでした　　　　ね◎

zoro　zoro　zoro　zoro　miN鷺a　h◎g◎mekara　mike
ぞろ　　ぞう　　　ぞろ　　　ぞろ　　みんな　　　障子の穴から　　　　見に

kite：
来て，

hai
はい。

amadG：　sirnete：
雨戸を　　　　しめて，

　　　　　　　　　　35）

Z3a1◎Sltato　　na：
そうでしたよ　　　　　　ね。

koqSOi　sija圭cumo画ot。ga　mi：Nna　k◎s◎kOSO
こっそり　　　なさる　　　つもりなのが，　　　　　みんな　　　　とそ　　　こそ

mO　zor◎　zOro　 c疑te　k量te　l黎ike　kite．　na：
もう　ぞろ　　ぞろ．　付いて　　来て，　見に　　　来て　　　ね。

　サ　　　　　　　の　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　

Zja10Sltal　na：
そうでしたよ　　　　ね。

agena　g◎zuNke　9。as玉ta（1◎gao：
あんな　　　結婚式　　　　でしたろうがね。

hai　sos蓋te　ma　naraq　tocja　maq　cjoqte
はい。　そして　　　　まあ　　並んで　　　　途中は　　　待って　いて，

ha：i
はあ勘・。
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X　isu　nagetai　zal〈o：　nagetai
　　石を　　投げたり・　　　雑魚を　　　投げたり，

懸　hai
　　はい

iK’niwatoi　tobase；ai　sui　moN　zjaq．tai　na：　omosi一一
　　　鶏を　　　　　飛ばせたり　　　　する　　もの　　だったよ　　ね。　　薦白

　　toka　moi“　zjaqtacio
　　　い　　　　もの　　だったよね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　36）
be．’　．T　otoko　b；　一sja　fi　eqkara　mi　qRo　ha　te　ha　｝｝　igo　：，　nage一

　　　：男の連中は　　　　　　みんな　　　　　道の　　　　傍に　　　はしごを　　　　投げ

　　cu　｝〈　etai

　　　つけたり，

　　ltai
　　はい。

M　to：ja　naraN　goq　site
　　　通られ　　ない　　　ように　　して

　　hai
　　はい。

　　k二〇maracsegoijasitadogao：
　　　困らせていましたでしょう。

　　z’1asitate：　na：
　　「そうでしたよ　　　　　ねe

　　ima’：　soikara　rnireba　imadoqne一一sja　hirakete：
　　今は　　　それから　　　　見れば，　　　今時分の人々は　　　　　　ひらけて，

　　ZjaN奪a
　　　そうですよ。

M　sogeN　warusamo　sijaha）　goq　nasitadoN
　　　そんな　　　悪さも　　　　　　なさらない　　ように　　なりましたけど，

K．．ha：i’　”
　　はあい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　37）
LVi　i｝　a：　so．N　g．　，g　一．z　，．u　．N　kpN　」，．g．　，：’　si　ki　ga　mqta　sOr4　aB　o．．

　　　　　　その　　結婚式の　　　　　様武が　　　　　　　また　　　ね。
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　　　　　　38）

　　mUsUbU　S量te　mor◎ke　iq　t◎ki
　　結びを　　　　して　　　貰いに　　　　行く　　時

KzjaNga　fi　a：
　　　そうです　　ね。

：賊m◎rote　kimoNseba　◎：mata　an◎　koNda　sakanato
　　賜て　来ますと　ね・また　　鞍㌔靴
　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　SOC登t◎　！1〕Oq£e　ltate
　　焼酎と　　　もって　　　行って，

K　hai
　　はい。

罫冠　kONda　mata　S◎N　 ilPade　茎u：　hQya　ano　juino：匙至N
　　今度は　　　また　　　そのう　　今で　　　いう　　｝まら　　あのう　結納金

　　cUtoOb3　na：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　というのを　　　ね，

鑑　ha量
　　はい。

　　　　　　　　　　39）　　　　　　40）

Mm・iqzUim・mag・i◎ljasitad・ga・：
　　もう　いつまでも　　　待っておられたろうがね。

鼠z蚕aiOsi．tai　I・a：
　　そうでしたよ　　　　ねα

M，。。it。　i蚕。i毒。」。m－e。a、・9、　k。。q，。　kl，。　k。ikara

　　そして　　　　いよいよ　　　嫁さんが　　　　　帰って　　　　来て・　　こ承から

　　keqkoNsiki　SUq　C，iU　maeN　hin隻　naqkara　miNn．　a
　　結婚式　　　　　　する　　という　前の　　．aに　　なってから　　みんな

　　　　　　　　　41）
　　jui疹ONI〈iNnu　moqte　iqgoijasitade　h◎ra　na：
　　　結納髄　　　も・て　行くものでしたから．1まや，燕

K　hai　hai
　　は㌃！、o　はい0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　42）
麗　 so董doN　koBogorowa　mo：　∂llo：　mata　藍ciと｝ud｛｝wa
　　だ舵　 こρ邸　　もうあのうまた　郵で｝ま

　　mada　sono　sikio　sljaq　tokoim◎‘9”oaNd◎NkaraN
　　まだ　その　式を　　なさる　処も　　あり紺け搾も
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hora
ほら。

蕉　h∂i
　　　はい。

M　ano　ima：　mo：　musubl　cute
　　あのう　今は　　もう　　結び　　　　と言って，

K　ha　：i
　　はあい。

k’1”　osakanato：　sjocuto　rr］oqte　iqmoNdogao
　　　お肴と　　　　　　　焼酎と　　　　もって　　　行きますでしょう。

驚　 hai　hai
　　　はし、，　　はレ、o

LitkX　soN　toq　mo　cuideni　ano　juino：kiNmo
　　その　　時　　　　　ついでに　　　あのう　結納金も

　しCjaNto
ちゃんと

　　　のata3a　mQ
私は　　　もう

osameq　kimosita
納めて　　　　来ました。

蓋ζ　e：

　　ええ。

賊　k◎Nda：
　　　合度．は。

K　sora　joka　koco
　　　それは　　よい　　　ことを

　ロ　　　　の　　　　　　　　　　　　の

S；jaslta
な1きいました。

麗　hai
　　　はい。

K　mukasja　o：．　aN　miaikeqlg．oN
　　昔は　　　　　ね，あのう　見合結婚

　のCjUna
というような

moN　de
もので，

蟹　hai
　　　｝まい。

・K　ahike．ikaNka　mor．oke
　　「あそこに　　嫁がないか　（〈tgtz人力§貰Vyこ

、
ノ3
a
逸
g
　
a
　
t
　
　
」

　
q
よ

　
a
た

」
れk
か

　
q
行

　
・
－

　
き
a
ば

●
」
え

i
言
C
と

M・　／h一　a’　i．

　　　はい。：
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1〈　mo

　　もう

　の　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

S！jonas1仕様なし
iq　moN　zjaqtadoN
嫁く　もの　　だったけれども。

M　hai
　　はい。

K　ima）ta　aN　reNaikeqkei・］tol〈a　fiaNtoka
　　今のは　　　あのう恋愛結婚とか　　　　　　　　　　なんどか

　　　　　L

cU亘to：
轡うのを

simosi　cumosai　na：
すます　　　　そうですよ　　　ね。

擁　SOgeN　goasito
　　そうんな　　ですの。

Kzi鯉£amoNcjuwa　na　　　　　　　違った　　　もの　　　だよ　　ね，

「　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　聖　、

i’　m・　adoqn　o－s　i　Nt　a

今時分の連中のは。

M　　笑い

　　　　　　　　　　　　　戯）
K　h　e・　do　｝“　ka：　N　rn　u

　　けれども
muqkasi　goaNk　sai　fia
むずかしい　　　です　　　　　　ね。

M．　｝i　ai

　　はい。

駕　　（ho）Nnoko象e
　　　本当に

na韮くadaqmo
仲立ちも

　　　　　　　　　　　　　　45）

sora　noqsjahaNme
それ．は　　　つらいことでしょう。

M　hai
　　はい。

K　i　qgoro　si　ja　qta　li　ika　so　si　te
　　いっ頃　　　　なさいましたか　　　　　それで。

M　ataigva　ioiciro：mo　na：
　　　私の　　　　　洋一郎も　　　　　　　ね。

K　hai
　　はい。

］Yi　aN　waga　sukide：
　　あの　　自分が　　好きで，

K　ha藍
　　はい。

一一 Q9一



M　gesiteN
　　どうしても

　　　　46）

obasa－N
伯母さん

aN　k，o・　moroq　kui　jay　q．　Nka　ci
あの娘を　　貰って　　下さらないかと・

］ute
言って，

K　ie：　｝zjahicu．re：
　　ええ，そうでしたろう。

蟹　hai
　　はい。

　　　　　　　47）

K　hiqcuq　oqtatai　na．：
　　くっついて　おったんだ　　ね，

hoNBara　na：
それなら　　　ね。

蟹　ha：i
　　はい。

　
　
　
　
O

一
えe
え

M　wagadoga　mo　hanasiote：
　　自分たちが　　　　もう　　話し合っ．て，

K　e：
　　ええ。

M　an　o．　，a．　e＄　i．t　pix」　na：　1〈　eqk　QNnu，　lrg　，u　go　aq　¢ju　mg　，N　，　goa一

　　あのう　どうしても　　ね，　　結婚を　　　　　　し・た　　い　　という　もの　　です

2de
から，

K　hai
　　はい。

M　waga　sukinara　rno　sogeN　se一　g．ju．t，e，
　　鰹分が　　好きなら　　　　　　　そんなに　　せよ　と言って，

冠　a：　so＝na
　　ああ　　そうですが。

M　sosite　taqkonimo　kataijute
　　そして　　　　辰子にも　　　　　藷りあって

K　ha・i
　　はい。

re
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M　a　ll　o　tojozisaN　mo　mo　jo　｝〈a　ko　q／　ja．g　gi／　］’　u，e　q，　，｝c　u・一

　　あのう・豊二さんも　　　　　もう　「よい　　こと　　だ」と．　言らて1　く

　　rete
　　　れて，

K　hai
　　はい。

ifx　sosite　hora　mo　moroke　iqmositaja
　　そして　　　　ほら　　　　　　：貰いに　　　　行きましたら，

墾ζ　hai、、

　　はい。．

M　mukoN－simo　mata　iqki　tamosite　hora　aigate
　　　向うの方々も　　　　また　　　すぐ　　下さって　　　　　ほら，　　ありがたい

　　koq　jaqtacl　・　，．　　f　　こと　　だったと。

K　e：　sora　joka　koq　zjaqtai　na：
　　ええ・それは　　よい　　こと　　でした　　　　ねρ

M　soide　mo・　ol〈　．a．ffesa：de　na　joka，　，aN，b．e　goasit（3to：
　　それで　　もう　　お蔭さまで　　　　　ね，　よい　　あんばい　でしたのよ。

K　soide　dol〈ode　siiaqte　goahika　gozv．Nkewa：
　　それで，　　何処で　　　　なさるの　　　　ですか　　　　結婚式は。

tw　koNda　Ba：
　　　今度は　　ね。　　　．　　　　　　　　　．、ttt

監　hai
　　　はい。

wt，ima　do　ka　hi　ra　1〈　et　e：．　．　・　．　．　，　．；
　　　今時分は　　　ひらけてs

K　ha：i
　　　はい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　題8）

M　ano　kar1emijaso：de　rjo：hoq
　　あのう　金窟荘で，

K　e：　asukodena：
　　ええ，　あそこでですか。
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擁　 r玉0：h◎：kara
　　爾方から

サ

30qte
寄って。

’K　rjo：ho：kara
　　　両方かから

り

3◎q．to
審るん

goah’堰@’ka
ですか。

麗　hai
　　はいe

．
、
．

●
●
　
O

e
っ
r
れ
a
あ

K

BstSff　sosite　in－o：　・otokON　emo　’・’o・nagoN　emo　miNna
　　　そして　　　もう　　男の　　　　　家も　　女の　　　　家も　みんな，

K　hai
　　　はい。

M　niNzuo　’kataijote
　　入数を　　　　語りあって，

K　ha　i．

　　はい。
’

iM　sosit　e．　kane　mi　jaso：de　mo　iqt　jo　n，i：
　　そして　　　　金宮蕊で　　　　　　　　　もう　　一緒に，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j　　　’
叢　 iq己＄」．Oni　Ba：

　　　一緒に　　　　ですか。

tv｛　ano　asukode・　sakaz’uqmo　sas’・e’te
　　あのう　あそこで　　　　盃も　　　　　　　させて，

K　hai
　　はい。

瓢　 SOsi㌻e　mo　hiro：e罰簸◎　imide
　　そして　　　もう　　披露宴の　　　　　意味で

ロ　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　ヒ

蓋．qsjO1｝藁
一緒に

sucGto　goa一
するん　です

Nga
よ。

X　hiro：eNmo
　　披露宴も

ロ　　　　　　　　　　　ほ　　　　　　　　　　ゆ

1qSlo登1
一績に

goahika
ですカ㌔

M　hai
　　　はい。
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　　　　　　　　　　　　　　　49）
K　e　；．　i　1｝｝．　g．　．d　eNnot　e；　c．ig　o．　c．．」　gNs　ai　，．na：　，，

　　　ええ・鱗のは　　　違・てい鮒　　・．恕・、ノ　　い

蟻　hai　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iv
　　　はい。

　　　s　oi　do　pt’　k．a　：N　」　．a　qpai　ij．　．a　．19　daN　j　q．　lj　ilg　amg　p．　q．　：f　iipa　d．　o一

　　　そう鮒れでも　や駒、僑単　　X”す麟一、海．．今時

　　　tNdin．　rb？．t．o　gt　a．　1，　・，．　一．，　．・．i｛　1，・　’，一

beS　kai”　taNde：
　　　　簡単で・

蕉・・競一　・1．．ll．・、1㍗

Xivig　Tpg：　ix｝iN．’　Ra　h　o．　r　a　vya－gg．．：．de　s．　u．．q　ut．ok3．，　fi　，e，　〈“〈　f3　r　a

　　　　　　　みんな　　　ほら　　　自分の家で　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　する　　時は，　　みんな　　　もう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sc）
　　　r，i　．o　ric　u．　kRi　ano　zuicuk　ui　g．a　．q　c　ui　mi　N．　na　ky．；．　o　：．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大変　　　　みんな　　　苦労　　　料理　　　　　　　　　　　　　　　　　作りに

　　　pim，o．｝ld．og．i　・，o，：　．．　’”．　，　g
　　　確頬面う・　1．．、

：醜観覧㌔q∵鷲’暢“．審£lto』競・：　tt

wr　hai　seidoNkaraN　Tno：　tada　kimoNnu　kite　ahike
　　　はい　　そうですけれど，　　　　もう　　ただ　　　着物を　　　　　藩て　　　あそこに

　　　fi．．g　sy　．．a　reha　，，i　．，　．　・　・．　，・
　　　坐れば、

　　　hai
　　　はい。

，．ble（i　rp．9　：，・．　／／　．q！〈　i，　，，．g“n2一．E！．S，　g　m　O，“，．e．t　｛7・　g：　’　，，．，　，

　　　も．う．：．．すぐ　御縦も　嘘て．ね・『「

K　z．」abi．　gai　n．a：　，，．，．
　　　そうですよ　　　ね。

M鴇ざ画樹届～ak∂’澱鞭集霊驚柄∵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一33一



竃　meNdo　simohaNto　na：
　　醐　はせんワ：’．競

M　ha量
　　はい。

　　h・・｛t・n・N・i・k・a・N・　b・qk・i　k・ka｝m・｝］・jahik・・，、．

　　　そして．・・何醐幽？．．、かかる1もの’．です画、

　　in・：コ・i・i・・：9…　k・・i・ika・a　g・a・i・．罐
　　まあ　　　洋一一郎が　　　　　　　時は　　　2時から　　　　　でしたから；

置　kai
　　　はい。

Ms5asiNnu　ucusitai　sjas茎Nucusi　zikaNga　ka一
　　　写真を　　　　　　うつしたり，　　　写真　　　　　うっしに　　　時間が　　　　　かr

　　搬冑1義：．・・．、．．・㌧・　　・．、、一．．．∫tt　’　．tt・

　　　　　　　　　　　　？
K　e：
　　・ええ。・　　．．r　：　　；：：　．．　・　　1／ii・t’／』．　：，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5玉、　’「ド　　5）

M：　soide　an◎　jaqPai　mo　dete　maka．si　tok：a，　siNko一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出て　まいります　馳、．．繍

　　Nrj・k・：・e：deq　makasi　t◎ka：9・zi・ugiq9　St．．…
　　舗へ　㌧　出て…まいります．時は’　5時t．すぎて．．1いま

　　こ匙

　マ　　ノ

K・：m・・eN・uq£・9◎wahika　　　　、『．
　　おお　もう，そんなに　するの　　ですか。

麗　hai
　　　はい。

　　　　　　　　　　　53）　54）

K聴講峨翫鴇？ONsa三kl：．讐蚤霧雛s毎
　　　　　　　　　　55）

　　na：　mata　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l・　：・，
　　　ね。

M欝a蹴’畔ρs鷲撫奪撃rO．嚇農贈a「a留r

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－34一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　kete　1（｝mOSite　Ra：
　　けて　徳まして　．塾㌧・．、

K　e：　S◎ra　joka　koq　ZjaNsai　na：
　　ええ，　それ｝零　　よい　　　こと　　ですよ　　　　　ね。

Mka鯉田ijaso；N　uezu三m三Nna．m．iokuq電e　taα…Gsite
　　　金宮叢の　　　　　　　上まで　　みんな　　　見送って　　　　下さって，

罵・a錫9繍『∵響愁。：se：呈£．te暖旧記de3

K　e：　k：09eN　cigO　moN　ZjaNd．eja　na：　　　　　　デ
　　ええ・　こんなに　　違う　　　もの　　ですもの　　　　　ね。

翠雛昆秘三二｛、u羅asha．8。：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　56）
K　 e：　sa：　！了］0：　0£ecロqk毒asicur◎：
　　ええ，それは　もう　　御安心なさったでしょう。

蟹　hai　oaigato　mosjagemosu
　　はい。　ありがとう　　　ございます。

落C　m◎：　toj◎2isaNtaqja　 taqkosaNtaqRi！llo　 jorosju
　　もう　　：豊＝：さ：んたちや　　　　　　　　辰子さん達にも　　　　　　　　よろしく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．「l

　　mosjagejaq　tamos1
　　申上げて　　　　　　　下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　57）
蚤》藍　hai　oaigato　mosjagem◎su
　　はい。　ありがとう　，　ございます。

K。．，語調。’m。’kAg。。。9ara壽。，・・1〈。q。i　k・・、，。、・、a

　　私なんかも　　　　　　　蔭ながら　　　　　　　よろこんで　　　　　　　　　．います。

鍛hai
　　はい。

一3’5一



4．蓬だんご

録音日時　1966年11月19日

録音場所笠沙町聯舘荘．、・

　　　　（旅館）

話し手

　て略号）

　’麗

（氏　名）　（性比）・姓・年）

前田ナツエ女明治42年生
山中房子：・〃　；大正12年生

（職業）（居　　隼：，

商業　　　　既　　出

農業　　　　　〃

歴「）

解説：路上で蓬つみから帰る女に出合い互に蓬だんζを作って他郷の子供などに送ってやらなけ

ればならない話を交す。　　　　　　t’

玉》釜　hUsakosa　 N

　　房子さん。

Y　hai
　　はい。

魏・koN鷺iciwa
　　今日は。「

Y　koNniciwa
　　今日は。

　　　　　　　　58）
2v’N｛　waqze：ka　tenege　kabuqte
　　あれまあ　　　　手拭　　　　かぶって

　　　59）
kagai
かがり

ka　rute”　do　1〈　e

せおうて　　　どこへ

iqk．　．i　asitakao
行かれたんです。

Y　huqcuNke　iNrnosita
　　蓬つみに　　　　　行きました、

iVl　e：　mo　saNgaqno　seqmo　cil〈azuqmo5ide　na：　aN
　　ええ，もう　3月の　　　　　節句も　　　近づきますから　　　　　ね。　　あのう，

Y　hai
　　はい。

T，、ρ5榊



，M　bu．qffa　peo　qeq　os．itakao
　　蓬が　　　　もう　出て　　．いましたか。

Y潔農留た庶出贈’　　，
IVS　e：　ataimo　huqcutsike　ika）ina　sumaNci　omotaq｛50一
　　　ええ　私も　　　　　蓬つみin　　　　行かなければ　　い1ナないと　　　　思うのだ、　tt

瀧aN坤m？線u’階．　t『，黙　a：　
”il　hai
　　　はい。’　「　．　　　‘　’　　．’・

　　　　　　60）

掘　sosiq

　　　　　　　　　　61）
Y　utoN　hamal，」　o：
　　　大当の　　浜の　　　ね，

tw　hai
　　‘はい。

　　　　　　　62＞
”Sir　ue　｝i　mei　．g．　a　do・hi　kode　N．　d　eq　oNdo

　　　上のあたりが、どれだけでも　堺ごいますよ・一

麗e：Z蚤ah三ka　a｝i　ikoata3a
　　ええ，　そうですが　　　あそこあたりは。　　　　　　　　　　　　　　　　；

Y・　”’r”’”r’　a．h．i．1〈　o．N　n］g．i　a

　　　　　　　』あそとのあたりは。

M　 ahil｛二〇（a）tc3毒a　　hiataiga　　j（）19aNde　 na：
　　　あそこあたりは　　　　臼当りが　　　　　いいですから　ね。

Y　hai
　　はい。　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　l

i）vt2　e：　rr）o　sal“gaqno　seqga　cikazuqmosita　na：
　　ええ，もう　3月の　　　　　節句が　　近づきました　　　　　　　ね。

Y　hai
　　　はい6‘　　　　　　　：

A・i Zも・im・劉・暖・％…　憲箋…．卑黙m？・im・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一37一一



okuqte
送って

ごlaraNna
やらなければ

sumaNt’／aqdoNl〈ara　omo　oi　koqba一一
い1ナないのだけれど　　　　　　思って．いる　　ことば

ed●玉
a
で

｛
り

一
　
｝
q
カ

ロ1qkote
一向

　　　　　りgaqCU1
ほんとに

kalne：mohaNna　k．ora　．鍛aごや1
叶いませんよ　　　　　　こ．ら　　　ね。

Y　hai
　　は．いo

iXG　ordabisataka　iqdeN　seiN
　　あなたがたは　　　　いっでも1』そう

　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

Slte　lqga．naljaNde
して　　　行け　　ますので　　’．．．

三〇ka一
よろし

Ndo：N　mつ　1qgor◎
いですが　　　　　いつ頃

　　　　サ　　　の　　　　　　　　　　ゆCukuljahlk30
作られ衷すの

dagowa：
団子は。

Y　dage　na：
　　國子ですね。

麗　為ai
　　はい。

Y　saN，．　aqno　se　Nno
　　3月の　　　　節句の

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ

3aqPa．三
やはり

　コ　　　　　　　　コhlnl
臼に

cuqmohalnar／a．　一na　：．
瘍きませんなら　　　．ね．。

躍　 saNgaq慧。　a（N）h壼no　mまqkaN．
　　　3月の　　　　　あの臼の　　　3日の

　　　コ　’hli’血｛．

碍に

C慧k鷲孟jiahik．a　㍉．’『

作られますか。・．

Y　ha蓋
　　はい。

M　acainaNda　kodome　okuraNna・　．guN！noh’　a’Nde一・一・na：
　　私なんか　　　　　　子供に　　　送らなければ　　　．いけないですから　　　ね。

Y　ha圭
　　はい。

M　c三qta
　　少しは

　　サhajo
早く
cukuqt　e；
作って，

Y　h2　・i　・

　　はい6．

M　aNfnai　nuku　naraN　uci　hajo：　ano　okui｝iaNna’｝’
　　あまり　　　暖く　　　ならない　　うちに　　早く，　　　あのう　送りません．と．．

uemaNdogao：
腐りましょう。

・．38　一一



Y　ha歪
　　はい。

M’　soide　iqga　jekaqhjara　mo
　　それで　　　いつが　　よいやら，　　　　　　もう

　　レha1◎
早く

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

」．omo窯1単◎
蓬も

t　o　i．．一

』取り．1

ke　ikaNna　sumaN
に　　行かないと　　いけない

　　　　　　ロsUm．aNC1
いけないと

omokatade　na：
思いながら’　　　‘ね6’

“Y　hai
　　はい。

M　mata　taqkosaZ’3nideN　toqte　［eorerr｝ohal“nara　o：
　　また　　　辰子さんにでも　　　　　　採って　　：貰いませんなら　　　　　．ね。

si　te　a．　no　ma　t　a．　ha　jo　ok　ui　mohaNna　h　c｝　ra　」　tt：　bi　N一一

そして　　あのう　　また　　　早くs　　送りません冷ら　　　　　ほら，　　郵便

kj　oq　g．a

観が

　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

mo　l．qdok1
もう　’同じ時｝ヒ

1｝agte．：、．．dξ■go騨．，、雲a卑a黛a　deke一

なって　　騒子の．．lkが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出来

moNde　hara　na：
ますから　　　ほら・　　ねo

Y　hai
　　はい。

M　koe／ucub’」　ga　．iqdaki　na）“　seba：　emai“　sataka　doke一
　　小包が　　　　　一度に　　なりますと。　　あなた達は　　　　ど1＝へ．』

Z玉a　okui蚕ahaNto轟a
も　　送りなさらないとですか。

’Sf　ok．　u．imosito：　a．taidemo　ko：beni
　　送りますの，　　　　　私たちも　　　　　神戸に◎

M．．　ko：bese：　okuijahika
　　神戸へ　　　　　　送られるのですかQ

Y　im．e．qga，，．hai
　　妹カゴ　　　はい，

の

1taq
行って

。　i“　de

いますから。．．

●
　
　
●e
ええ

斑 　のmlNna
みんな

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

jQrokuqb3aエqde　na：
喜ばれますから　　　　　　ね・

Y　ha：i　ma：　dagoga　iqb，aN　joka　cumo（N）de　hora　na，．：
　　はい。　　まあ　　跡子が　　　　一番　　　　よい　　とい～・ますから　　ほら　　ねb

一39一



　　ha：i　sosite　o：
　　　はあい。　そして　　　ね，

Y　iRakaN　’a：　zigq　cl　et　e：　／　1，
　　　田舎の　　　　　味が　　　　　出て。

　　h器考oq一職熟ごh’ka慧鋼：，

’Sr　ha：i　ma　nisubaqkai
　　eg　一一い・　まあ　　2升ばかり

　　nisuha　qk　a’i
　　　2升ばかり？

Y寵
　　留瓢～」ak轟搬sa「究：窯獄齢◎ga．畷ぎiNmo　d凝隷　

　　N．de　gosubaqkai　cute
　　すので　　5升ばかり　　　　　　旧いて，

　　　おや

lvi一　hajo　clago：　g．ite　okuraNna　sutsi！poha．　N，gaci
　　　早く　　　団子を　　して　　　送らなければ　　　いけないと。

Y　wazeka：　，　’1　　大変な1と。

　　　　　　　　　　　　　　　　総）
煎mata　se：d◎Nkaral｝l　taqkon量t・an◎Nde　Q：、
　　また　　　そうだけれど　　　　　辰子に　　　　頼んで　　　　か，、

Y　’h　ai　・　　・　i　　はい。

　　　　　　　　64）
liw（｛　kozuqde　in．orotai　nai　tsi）tai．seNpa　sumaiNto　goaN一
　　　つき卵いて　誘ったり・　なにしたりしなければ．・，　いけないので

　　sa　sora　’　’，・　・　’　　すよ　それは。

Y　kozuqkataffa　nohimoh’aN　fia：
　　　つぎ叩くのが　　　　　　たまりません　　　　ね。　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・門40一



M　ha：i　zjaqcurr｝oNdo：
　　はあい。　そうだそうですよ。

　　　　　　じmo　ataja
もう　私は

mo●齢●鱒榊停’

もう………

Y　（temamega）　deke；ai
　　　手yが　　　　　　　　出来たり．

M　h．ai　naigoq　cueba　taqkosa］“　taqkosaN　cute
　　はい，　　何事　　　　ていえぱ　　　辰子さん　　　　　辰子さん　　　　といって，

ta　qkon　一i　’b　aq　k／　a　i　cukuq　moro　to　goa　lv　de
辰子にばかり　　　　　　　　作って　　　貰うの　　　　ですよ。

W　ha：i
　　はあい。

kei　kcto　hi　d　om　a．　wa　ga　teQ　’k　a’　’k　et　e　cukur　’8　N　na　skz｛）　a一

　　今年あたりは　　　　　葭分の　　手を　　かけて，　　　作らなければ　　　　いけな

Ngato　gn？・ote　na：
いと　　　思、って　　ね。

Y　c　u．　qga　fi　ai　ja　hi　1〈．　ao

　　揚くことが　　できますカも

M　｝i　ai　cuq　g．a　n（3　hit　o：　oizn　aNs　，a　c　i．　a．　to　zu　qd　e’Nr．

　　はい，　塗島け　　　ますのよ　　　あなた　　　　少しずつでも。

　　　　　65＞

’El”　gotemo　1〈　．anawa．N　goq　nai3aNdo　h．ora
　　腕も　　　　叶わない　　　ように　なられますよ　　ほら。

M　Si　ma　1〈　a　dag　o’一　’梶@aNde　na：　sa　Nga　qno　seq　n．　o　da　，．　，cr一　owa：

　　うまい　　　騒子　　ですから　ね，　　3月の　　　　　節句の　　　団子は。

Y　ha：i
　　はあい。

M　mi　N　it　a　jor　okucl　e　kod　omoN－si　ga
　　みんな　　　喜んで　　　　　子供の連中が

　　　　サmaqc工oNsa◎
待っていますよ。

Y　jahiga　na：
　　そうですよ．　ね。

M　hai
　　はい。

一・S　i一



5．八百屋さんと一婦人との対話

録音臼時　　1966年11月エ9R

：録音場駈　笠沙驚片浦金宮荘，

　　　　　（旅館）　　　．∴

話し手

　（略号）

　　遡

‘氏　　名》

林　　達郎

前田ナツエ

（性溺）（生年）（職業）（居住
　男　　大正　6年生　商業　　　既　　出

　女　　明治42年生　　〃　　　　　〃

歴）

解説：男は跡や部落のいろんな役員で忙しい中から八百屋を開店している』薪まいだ。仕入れ先「

の枕綺と往復することも多い。枕騎の再姓たちと顔見知りになり好意的によい野菜類を世話して

くれる。女は薪商亮について何かと注意や激励のことばを投げがける。

実生活の対話が7で演出が3である。

bfi一　saqcja：N　koNniciwa
　　達ちゃん，　　　　今呂は。

ff　ha　ko　ILI　ci　wa
　　はあ，　今日は。

麗　k3uwa
　　今環は

　　　　　　　　　　　飾）

mo　makurazaki　itaq
もう　枕崎に　　　　　　行って

kiSasita．kao
来られたの。

麗　 ◎　　i！と｝a　　玉tate　 載｝o幽 р盾早@ ki　ta：baqka　　i、
　　おお；今　　　行って　　　戻って　　　来たばかり。

踊　　e：

　　ええ。

H　kpsawa’　na
　　けさは　　　ね

照　　hai
　　はい。

H　ciqta　haSo　i£a　m．oN　jaqde
　　少しは　　　早く　　行った：もの　　だからね。

＄ora

M　e：　mata　naika　kai　iqkjaqtaNse
　　ええ，　また　　　何か　　　会に　　行かれるんでしょう。

一42一



ev　…　…　（g＞　aqc　ui　ri　a　m．o

　　　　　ほんとに　　　　ね，　もう

mata　 hi：kこara
また　　昼から

sora

サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ1sogaSUlte
忙しくて

aR◎　na圭ka
あのう　何か

　　　ね　　　　　　　　　　　　サ

oma，a　kjuwa
あなた，　　今日は
　　　　　　　　　：．．∵

h◎：geNno　nbika一・
方雷の　　　　偲ゆ

　　　　　　　サ　　　
コ　　　　　　 コ

ga　aq　clla1
が　　ある　と琶わ淑る

mobi　jaqde
もの・　だから6

謎ha：i
　　　はあい。

’
」

K　hoidef，o　kesa　omaja
　　それでも　　　　　けさ．は　．あな．．た，．

mae　tamago　toikemo
前に　　夢N　　　　　　聖りにも

　　　ロ　　　　　　　　コ

haclZINkOrOWa　鵬a：　SON
；8時の頃は，　　　　　　　まあ　　　その

　　　　　67）
k◎：rena　 ikaN臓3　 sumah宝
』小浦には　　、　　行かなけれ董ま　　いけないし

jaqtade　na
だったから　　　；ね．o

M：ha玉
　　はい。

麗　tama9◎　乞◎ikle
　　たまご　　　　とりに

e冒
し
　
，
a
て
t
つ
i
行

　　　コSOSltξ｝　m（）：
そして　　　もう

sora　atai　mo：
それは　　私　　もう

一iase　koke：　iqdetekara：　me：　tege：
野菜　　　買いに　　　行き初めてから　　　　もう　　大概

　サ　　　　　　　　　ロ

s玉qciaqka－
78か月

gp　q，　fi　aqta　n30N　ja　qd　e　na
に　‘　な6た　　　もの．　だから　　ねQ

M：ha孟
　　はい。

薮mo：　mukO頚
　　もう　　向うの

◎二
8
J

S

謬
珂
百

コjoka
よい
tokei　siqcjoqtac｝　cio
とごろを　　知っているので　　よ。

tw1　e：　site　joka　mo　｝“　cua
　　ええ，それは　　よい　　　ことだわ。

N　soka　na：一一
　　そこべ　．ね，

　　り　　　　　の

ZU。C1
ずっと
ikeja　na
行けば　　　ね，　．

M　hai
　　はい。
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1・一I　do：sikodeN　aqtaqciG
　　　どれだけでも　　　　　あるんだよ。

蟹　e：
　　ええ。

H。。id。：k。。ah、め’it。t。i船、m。d。qkim・・’i・a
　　　それで　鰯　 早く　行・て　冷　戻って　来ました・

Mm。、◎N。。：h・lsl。k・頗，j。q。qt。kぬ1．k屹重。曇。一

　　もうそ紘ら　本職は　　打ち　髭いて　会　会．．と飾

　　te　neNzu　kwaibaqkai　ita◎童Saqtadeci．的b葺aN一
　　　て触．舗つかり．　徹おられつて．・・一・．晦ん．．

　　m・m．。hin。　m。N　jaN・a◎：w、9・b・：磁・i・ti一・U春・Nb・一

　　も輔いそうな考　ですわ・　醗の家｝まかり，．，．．．騨罫

　　　　　ひ　　　　　　サ　　　　　　　　サ

　　qkal　Slteφ
　　　かり　して，

縫。：N。Gid。　miNna　seN　ij。：t。qd。Nl、・a，a’N‘ jA葺、
　　うん・それで　みんな　そう論泌ん難瀦　　　あ碑㌧で

　　si華◎：wa　nakade薫a　sora　◎圭ff　a　keN：　seNna「ha：
　　騰は　　ないんだもの・　．　，私が　こう．し鮒郷ね・、、，

．擁h、：1

　　　はあい。：

H、。、、，警）m。1．．。k，gesa、d。・：．．m◎．im、、sa．qm。」．ti・，・a

　　　だから　縞　瀬様で・．　もう．牲も．　．節た
　　9。q…　m、k。，azaqd。m。：。i・。9。’　’　dek。t「ai、i・．’t　e。，

　　ようにね　麟でも　　　　知蛤が　出当り　し丁，細

挑　ha：i
　　　はあい。

H・q・iu・・…　k・q・i・・…r・。eN‘2inazik・・9。。・
　　　あ・ちへうろうろ・こっちへ　うろ，％　し勢で船・繭が．．ね・
　　mi・ik。。、，磐）ik。am・・醸｛－：．．。。・一。i、，。9。’。．。、．i

　　　短くて・　　　行けばもうち．，，仕入れが　蛛翫

　　m。Nj。qd。m・・◎・t・N．ぬk・・．・9。，aciqt。．。。，eq

　　もの　だから・繭その点は　このこ腿　　少し壷ま　．馳下
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　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　k！mOS三ta：
　　．来ました。’

Mm・ciqta　nare3．as量Va、ka・
　　．もう　少しは．　なれましたか。　　　　．．．∫．．．．

H　ha：
　　．晦・■ぐ．．．：．絹

Ms・site　geN　jahikaG．1く，」ゆξcuwa．mad　，a　newa　saga一一
　　そして　　　　どんなですか。　　　　ギャ’づツは　　　．．まだ　　　値は　　　さが

　　imGhaNkao
　　りませんか。

箆∵Σ曝∵a競：さql（）協鑑ta

擁　 （1（｝hiko　 Simohikao
　　　いくら　’し・ま鋤ゼ　　　　　　　　ゼ

Hi　n），　a難a油a卿ram囲e：s・：勲a：atalga　uqta
　　　今　　ね，　今　　グラムで　　　　　　そう　ね，　　私が　　　　売った

　　　　　　70）

　　tokja　ma：　9（）eNkara　rokv．eN　c・u　tok◎i　jaqd◎1
　　時は　　　　まあ　　　5円から　　　　　6円　　，L　とYiう　ところ　』だよ

　　　　　の　　Qmaja
　　あなた。

M。。id。Nk，，a・」　、q．P・、i，，，、da　hfi亀Qq．．k．、。、b。、．。、・2」。一

　　そうだけれど・　　　　　やはり　　　まだ　　　一つ　　　　賢えば，　　侮十

　　eNci　simONdoga◎：
　　円て　　　しますでしょう。

H　sora　sUqtO：oma壽a　om◎sa　jara　SQra　・／SONtal　　’
　　それは　　するのよ　　あんた，　　重さ　　　だよ　　それは，．’そいつは．。．．．

擁齢融1葬～鵬、cuga雨霧贈㌍a寵8i　t器q漸先づ

　　ka「a　tamo．19a　n，araN　　　　　．・．1　．・　・　．T
　　けれ．ぱ　　．食べることが　：串来な輪

H　aNna
　　　あのね。
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難

蕊

瓢
叢
照
鷺
、
麗

hai
はい。

atai鵬。　 omaeta（肇no　 seN　 ijiaigato＝ @in（）te：・ makura一
私も　　　　あなたたちが　　　そう　　言われると　　　思って，　　二丁

zaki　itate　aN　hiaqs30N－Sikara　k◎：　toka　na：
に．行Rてtt醍の連暢　　．．．　es　P．、、騨．．“at
蜘p、孟。wa』 X、t。ni　k、k。q，。n、k　’。　’堰Ek。畑、t。一
やはり　　　ね，　自分の　　手に　　さわって　　　ね，　軽い　　　　ようなの

kara　omaja　mOq　kuqtqdo：
から　　　あんた　　　持って　来るんだよ。

e：e
ええ。

。・。id。N9・m。qk。qt、・m。」aiqb。・k・ikat、qd◎1
私なんかが @もって辛る璽あ輪，，．暦、．蜘．の燭，、
k・ik・t・・m…1・a　ti． Ekag．・m・q・‘．・a’・…d・Nm・nak・一

灘∵逆．中が．r瀞下・脚∵まく．岬
ですわ。

N：n蚤a　sono　ka：i　na
いし痴　　tttその　代りに、ねr．　、

ha玉　　　　　　　t　ttt　　1．　　　　　　　　　　t
は鮎鵡

。、9、　」。，k、。uqd？・　　’　．．．．㌧㌧

私が・　　教えるやら

h。f　　t・t　　　　・　　　　．．1・、：＝．：1
．はい。

mecjora’ ｮi　　・　・　　　　　　　　．　　　　　、．．
巻いていないとて，

hai
はい。

　り　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　ロ

Cエa・Nto　aN£a　atalga　moq　kuqta　na：　aN－slnl
ちゃんと　　　そいつは　　私が　　　　持って　来るのは　　ね，　　あの連中に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　46一



　　ki：te　suqtaqde　na　ko：　kaqpao　ki：jaq　tolsca
　　聞いて　　　するのだから　　ね。　こう　　葉っぱを．．切られる　　　時は

贈零繍♂’ka：sono繁a簾募0》。製bッeq」諜a飢

　　de　omaSa
　　・あ簾　　　　　　　　．．～　：．『：：
M　g｛　a．．N　n．a：　fp．4．．．kurazaki　i．一．q．4」．aqta　t．9＃．a　s．gra．

　　ええ　あの　ね，　　枕崎に　　　　　　　行かれた　　　　　と港は．．ほら

　　lgacuobu’sio　moqte　kijaqta　mo　ob．oejasitadog．ao：
　　鰹節を　　　　　　　　もって　　　来なさることは　　もう　覚え存さったでしょう）i16’

N　a：
　　はあ。

M　g．nl｝．a　．N．？　a：　a　h．　f3　一r　a：　IEI　Si．　rr｝一．a，，．k．　．m｝　一．．E　a　z　a　q　k　o：　c」a　g　．tt　t　e．一　．j　一｝1：　一，一

　　嫡雛　　髄　あのう枕雛茶　　　　と．v’・て、’適

　　me　i’　de　’ndN　de　mi　｝a　lxi　se　ri　putoNnaNdo　joqk　a，　N　，

　　名で・　飲んで　みなさい・　りfFンなんど　　よりカ》．

　　do：　hlKo　ci　tG　ma　ka　ta　．q　de・　’

　　どれだけか　　　　　うまいの　　だから。．

H…●．●炎ﾓ潔a盤髭e潔患厩醜◎’，　　　　・に

麗雪蕊1！瀦fT　a　z3．k’、鷺碧慰na鴇野a拷a錫ic2　il　ba　一

　　ga　’aqta’Nde　hara　・’，　g・
　　が　　あるんです　　　ほら。

H　’
?：

　　ええ。

M　ahi　koka　ra　’ 高盾曹狽U　ki　」a　re　ba　urui　mo　uruZii　）t　a　N／　do

　　あそこから　　持・て　来なさ櫛　熱るも　売れる紛すよ・

H　Nnja　sota　rr｝o，　sitaN　moN　zjaqta：
　　いや・それはもう知らないもの　だ・た・　　．1’．．　’　：t．

M　m．　i’ Dny．n　a　“a　：　ri｝　L．」．uE．g　en　j　a　ig．．a．　．ra　m；　？．dek　．一u一　．1　a　Zaki　k　g：　g　j　a

　　みんな　　　ね，　　土産には　　　　　　ほlia4　・　　枕崎紅茶，　．、
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滋

寮ま

翌丁鳳
ム

礎
蓬
”
黙

｝・1

泌．

　　　　　　｛『’

cUte　moqte　iqkjaqtaNde
といって　持って　　　行かれるんだから。

　ゆ　　　　　　　　　　　　　　の

e，　　SO‘’n覧a・．

ええ，　そうなの。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　73）
ha：i　k◎ke　daseq　 iqkjaNseba　hora

臨鷹伽 ｬ⊥置纏牙竃ば　肺
，・，a．@d。忌ik。b・qk。i。uika・　　　　ピ
それは　　　いくらぐらい　　　　　　　するのかい。

hi宅・q．9・n・：a・◎k・膿、N茎・ak・・9．・ni肩・k・’幽
一つが　　　　　ね，　　あのう　小さい　　　　　罐が　　　　2百円

3aNd6：
ですよ。

！．　●　　　．　．　O

e．　．S．0、　∫ia

え吏，そうなの。

ha：圭一 鰍≠пEN　taek・RaNd。m◎1・．k．・h．・ama．忌．e：m◎．d・q

はい・うちの @妙子なんかも　．，．横漸．．＿、戻る．．
，。k。i，。警）、ib。，。，b、q、。it。」。d、。、繭．t、。。、一

ときは・いつもあ穐10醐．、．蟹さんに，．．．．，．椰・

de　kote　moq　iqtaqd◎：．
で　　買って　もって　行くのよ。

sb；e：・sa：a£a墨a　sit・aNnaqta　sa：k6Nd6：Mata
そう　　ええ・それは　墨は　　　知らなかったよ。　　　．　　今慶　　　　　また

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7耳＞
asa．q£e：　iq　9◎q　naqde　sa　maqg含siranideN　i．ta一・
あさって　　　行く　ように　なるから　　　　町頭にでも　　　　　　　　　行っ

te　taNBeq　miraNnara　na　Sora　j◎1〈a　kOCU　juq一一

∴∴姦悪ぱ一∵れは．割賜え
て下さった』

・iρ・t・N・・Ndの．。k・・、：、・t・ja　m・k。，azaqk・：d．．重．aN

　リプトンなんどより　　　　　　　ね，　　私は　　　　枕崎紅茶の

h・9・d・‘
?．．奄求E・i．
@Nm・k・

方が　　　どれ．だけか　　　　うまい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一48一
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H　ha　ma　aigato
　　はあ　まあ，ありがとう

　　　　　　　　　　77）

goasita　aNta　mo：
ございました，　そいつは　もう。

籔　血毒隻mokai】霞り◎　◎・b◎ejah．a細n・a：
　　　何もかも　　　　　　　覚えなさらなきやあ。

H　z・」　ato　ho　：’　Nde　・n　at

　　そうよ。　　それで　　　　ね6・

ド
ー

tw’　ha：i　sits’maisaN　Saqde　hai
　　はあい，　　新まいさん　　　　だから

薫≒…巳　」◎k．a ．kocina　 Iユa●
　　よい　　　　ごとには　　　ね。

tw．　jasaim－o　atarahikato　moq　ki　te　ja・su　ui　jahiaNna
　　　野菜も　　　　生しいのを　　　　　もって　来て　　安く　　売りなさらなければ

na：
ね。

亙彊　ha：　茎aSU　uqt◎
　　はあ，　　安く　　　売るよ。

M　ioka　hu．ni　juqkasuqtaqde
　　よい　　　様に　　　教えてやるんだから◎

H　soide　na：
　　そ勲で　　ね。

鍵　hai
　　はい。

IYi　aN　naq　cjaN　na：　nai　’3・　aq　cl　oN　」　ok　ado　”・　omaj　a，

　　あのう　夏ちゃん　　　ね。　　何』　　だけれど　　　いいそ　　・・あなたジ

ataja　dol〈e　ita．teN　rr｝btete　na：
私は　　　どこへ　　行っても　　もてで　　　　ね。

ha：i
はあい。

N　hoide　na’ahikoN　e’ikea　kokeN　Oba’saNno　omaN一一
　　それで　　　ね，　あそこの　　梁こ　行汁ぱ，　ここの　　　小母さんが　　　　「あなた

sa　dokoN　hutonaci．i　・jaqde　na
は　　釘処の　　　人なの」　　　　と言われんで　ね。

“　49一　一一



　　hai
　　はい。

　　Nt・k・r・wa　d・k◎deN　3・kataiga・basρN　c　i．　，：tl．tt
　　うん。r処は　　　　　どこでも　　　良いのだよ，　　　おばさん」　　と言って

　　katareba　na　e　aNna　aN　niziNna　re　．q．，ah三kQ翫．｛．

　　三編　　 ね航あのね・「勘う藩は　　ねt／　．1．あそeの

　　uci　iq　’k　jarea　ahik・N　Uqn◎£・ga玉◎ka顎・即．9・a．・N一
　　家に　行きなされば，　　あそこの　　　家のが　　　　　良いのが　　．．．㌦あり．ま

　　d・cS・t。・a’m・d・qk。・・k・i　ikej・juq　k、a・ejiaq一
　　すよ．」　と言ってね。ね。　もう　どこ　　　そこに　　　行け鶴　　　教えて下さるん

tも騨⑪犠d嘱e∵留疲脚a鍵搬deN
　　踊oq宏◎sureja　nig・：ka　saN90：ka　deketakamO
　　ひょっと　　　すれば・　　　2号か　　　　　3号か　　　　　　出来たかも

　　sireNdo　orna垂a　ora　mO　sita：【｝do
　　知れないそ　　　あなた。　　私は　　もう　　知らんぞ。

麗蚤aqtaci　mo：s。N　uka　uka　s玉te　量ascainO　kusa一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル　　そうだった　た・てもううか．鏑㌧．』しでい，騨の．　腐

　　・…　do・ukamaSareNget・・ite　，　，
　　つたのなどを綴かませられないよう番こ　　して・　　　．噛、

　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　WO30　 W，Oj◎
　　おや，　　おや。

　　haj◎　IB◎d◎q　kijahaNna　saqsato　iqkjaS重tat◎kja
　　早く図弊って’1，轡脚弄まさっさと・聯郷．

　　恥jase　｝」　k◎qSl“Nk。cia・eNt◎3ta3ana．h・ide
　　いいえ・　　　そをな騨．せんよ　秘．．．ね・そ泌

　　itat◎ka　na：keN　jut。毒ase　k・ke　itat・：iΦaNl
　　行った時は　　　ね・　こんなに　醤うよ・　　野菜　　買いに　　行って，　　一番．

富i寒a ﾝ職de甲。．慧巳：錨灘∵a．黙．1り、1「ρ

　　◎qta　na：ma：itate　nigiraN　kOq
　　　も　　いるのは　　；ね，　　まあ　　行って　　　　値ぎらない　　　こと。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　50一



M　bojo
　　おや。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t19）
｝至

ma　ne黛三raN　慧：Qq　s◎・s藍te　勲a：　sinameNga　aqde
　　まあ　　値ぎらない　　　ごと。ttそして　　　　ね，　　品物が

　　areja　Ra：　一・　mo　／o　ba　saNta　ci　eb　a．　s3Nta　q’　sor　．1’

　　あれば　　　ね，　　　　小母さん逮に　　　　　「小母さん達よ，

　　　　　　　　　　80）
　　oma　etaqno　w，a　g　／ad　oga　ui　．i　aqt　aqde　at　a　」’　a’　ko　te

　　あなた達が　　　　　霞分自分　　　　売られるのだから　　　私は．‘　　買って

　　iqtaq　（1　e　ma　ta　kara　ano　Qk　jaq　g．　a．　Nni　u’r　a’h　a

　　　行くのだから，　　　　　　　　　　あのう　お客さんに　　　　　売らなきゃ

　　sum．　aNta　qde　oba　sa　｝」　taq　n8io）　ge　i“　．1　okaci　om　o」　aqt　o：

　　いけないのだから　　　小母さん達が　　　　　　その　　良いと　　　思われるのを

　　…　igat・・iqki・・b・qk・i孟・e」・いa’：試・薫・m・
　　私の分に　　　　ユ◎キmばかり　　　　　　入れなさいtt　ね。　私は　　　もう

　　s　i　namo　｝i　rc　a　er　aNde　orr｝at　aci　rb　akas　ur　．a　i．　ci　ej　a

　　品物は　　　　　　選ばないから，あんた達に　　任かせるよ」　　　と書えば

　　Ba：
　　：ね。

鍼　hai
　　はいe

ff　lga　eq　cja　ai．“　一si　no　B　a

　　　却て　　　　　　あの連中が　　　ね，

鍵　hai　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『
　　はいn

H　sidoromodoro　site　na：
　　しどろもどろ　　　　　　　して　　　ね。

M　hai
　　はい・

H　mo　zeqtai　wA　1’　ik，ata　」ai」ara8N2）na：　」aqpa’i　Ra

　　もう　　絶対　　　　悪いのは　　　　やりなさらない　　ね。　　やはり　　　　ね，

　　wagadogaa　kaoni　kal〈aqcjoqde　na’　”　’．，
　　自分たちの　　　　顔に　　　　かかりているから　　　ね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－51　一



謎　hai
　　はい。

N　jokato：　jar’
≠曹モ奄盾戟f　hoiilde　，na’　．

　　いいのを　　　　やろうかいて　　　　　　　　ね。．

M緊3・憶：黙i：．黙款鰭圏動庸aぐH騨a＞

£ざ，3謂鮒to：鵠「o野9L．　9．£N． ｯe　ttl．∫

xx　ziaqtaqci　hoide　na　m．io：　’sinfimo’Nff．　a’i’　fiakagoto
　　　そうだね。　　　　　それで　　　ね，　もう　　晶物が　　　　　　　なく

　　nareja　na’：．　1〈eN　hutomo　oijaqtado　iqdonaNka
　　なれば　　　ね。　　こんな　人も　　　　おられたよ。　　　　一度なんか

　　na　一’ata’ja　n’i’zi’N　koke　itaja’　’hoiga　nakaq£adeja
　　ね，　私は　　　人証1　　　買いに　　行ったら　　それが　　　泊ったんだもの

　　s　a’：　ho　id　・’e　”n’　’a，’　soN　qba　sa　Nni　ob’a　sa　：　1“　fi　izi　±N　na

　　ね。　　そ惣で　　ね　　その　「¶嚢ぱさんに　　　　「蹄ばさん，　　春宮は

　　kjuwa　Bak3qtatoko　cutana・　ziki　na　sokoatai
　　今Bは　　　無かったのか」　　　　と一言ったら，　　すぐ　　　ね　　そこらあたり

　　ko：　mimaesite　（oi）jaqtaq£aga…・一　hurcsiku
　　こう　　見颯わして　　　　　　おられたんだが，　　　　　　　風呂激を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　83）
　　ko：　akete　n3　hai　ozisaNna　buNn’a　koke　niziq’一
　　こう　　白けて　　　ね，　fほれ　おじさんの　　　　分は　　　ここに　　幅跳

　　ha　toq　aqde　koi　moqte　iqkiai　cute　jaqpai
　　を　とって　あるから，こ承を　もって　　　行きなさい」　と雷って

　　s．o－ide　“a　h．vtc，N　mae　jlqre’a．　na　k．a－kusete　itate
　　それで　　　ね・　入の　　　　前　　　だから　　　ね，　隠して　　　　　　行って

　　toqte　kurejato：
　　採って　　くれなさるよ。

㌦留・罵晦．・1’　」i・・驚・し’岬

鴨晶繍、e冒q　z堤aqr’£磐震dρ、霧m鋳差「azaqga

　　　．．一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 噛A52一一



　tu　．．　t．．／：t　．　．　一。
　　konggora　ta．nosu　naqta．1．・　ataiSa
　　このごろは　　　　楽しく　　　なったよ　　　私は。

M．　a｝na　nizinnu　kejaq　toqmo　daikoNnu　keja　toqr
　　あのね，　入灘を　　　　　賃’いなさる　　時も　　　大根を　　　　　買b曜さる　時

　　moi　in　ora　si　Nnu　a　1〈　Gq　mi．t　e　to：ga　taqcjoi　lt　a

　　も　　ほれ，　　芯を　　　あけて　見て　　　とうが　　立っているか

　　taqcjoTaNka
　　立っていないカ㍉

lt一　to：　cuwa　nailgao
　　とう　　というのは何かい。

蕊　siBamoNnU　j◎ka　難U隷i　mite　kejahaN捻al
　　　品物を　　　　　　　よい　　　あんばいこ　見て　　　買いなさらなきやあ。

H　to’ F cvt｛ra’na　 i　；
　　とうというのは？

M　to：ga　taq　nqci　hora　alN　aio：　siNni　hanag．a
　　とうが　　：立って　いる　　　ほら　　あの　あれよ。　　芯に　　　花が

　　seqtoka．　deq　aNcioga　liara
　　咲くのが　　　拙て　　いるでしょう　ほら。

H　sitaNna　ora　sebita：’
　　知らないわい，　私は　　そんなのは。

M　kabi　g．a　dekete　daiko　）s’　ni　ka　to　：　na　q．　toga　aqt　aN　・一一
　　かびが　　　　出来て　　　　大根に．　　　　　堅く　　　　なるのが　　　　あります

　　de　se　ti　torno　si　rabet　e’　」o’k　a’　h．　uRi　moq　te　ki　」aNse

　　から，　そんなとも　　　讃べて　　　　　　よい　　　具合に　もって　　　来なさい

　　．鷺：

es　e’soN　na：mo85）ark一一s’堰@s’?Ｎ　koNdo　ita　toka　」uwa｝Him
　　　　　　　　　　　　　あの連中に　そんなに　今慶　　　　行った　時は　　　雷わな．

　　n．ar．a　ordaja’soh6’　t’o　’i　no－taqtato：　」ai」aNna

　　きゃ　　　あなた，　　「その　　とうの　　　立ったのを　　　下さるな

　　sQra　cjute　na：
　　そら」　　と言って　　ねe

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－53一



澱

鶏：

蟹

」oka　s　．i　ga　rnoNng　’ P｝？ogte　ly　i　一j　．a　．｝］　．b　aj　na　g．g　si　Se　」．a　．s　u

よい　　　贔物を　　　　　もって　　　来られなければ，　　そして　　　　安く

ui」a’haN’Ba　 　”　”
売られなξチればCt

naN　cu’ F　taci　，n’　．a　jaqpai　’a　1“　一s　i’　ma　kas　ur　ej　a’　．na

何と　　言ったって　　　ね，　やはり　　　あの連中に　任せれば　　　　　　ね，

」aq．pai　niNgeN　」aqde」a　sa：na　Wa’ 凾堰C　’ 汲Uc」a　de一
やはり　　　　入閲　　　　　だもの　　　　　そらね。　　悪い　　　ヒとは　　　出

kirareN　tao，deo
来なさらん　　　のだもの。

zjas　i’ 狽?　na　：’

そうです　　　　ね。

hoi　de　na　so　Ai：　ma　kju　ki　te　asita　．k　oN　’RiNg　eN　一一
それで　　　ね，　そのう　　　　　今日　　来て　　　明日は　　来tsい　入間’

z」a　fi　akatao／　de　sa：
では　　ないのだから　　　　＄。

hai
はい。

ma　：　ta　iqtaqde　sl，　a　sa　na　：’

また　　　　行くのだ　　　　　もの　ね。

hai
はい。

hJg　i．d　e　ihat　a　t　e　awhk　tt：hi．　r：a　soN　ko．N　c．ugi　Lt　a　t－o．q

それで，　　行って　　　翌露　　　　ね，　　　　この　　次に　　行った　　臨

obasaN　emaja　1｛ob］maeNta　rnoqte　itaj．”s　oma｝a
「おばさん　　あんた・　　この前のは　　　　持って　　　行ったら　　あんた，

ageN　gwa“itaye：’　jaijaqteci　ieja　na　ebasa’N　t’a一
あんな　　粗末なのを　　　　　くれなさって」と　　　言えば　　ね，　郭ぱあん達

q．　ni’ 潤@6’　q　．s’e　，N　t　oga　ma．z｛’q　eqt　akla　kowa　rno　go　bu　re　一一一

も　　「えっそんなのが　　まざって　　いたか。　　これは　　　　　御無礼

＄a：　gowasitado　sono　ka：i　k」’　“wa　na　ma　’niwa一一
さま　　でしたよ。　　　　　その　　代りに　　今日は　　　　ね　　2把
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賊

H

瓢

鍼

ba・q　k：a・’i・ha　）1・na　kuruq．d’e　na‘rεij　a’ 曹пE蚤aqpai
ばかり　　　　あなた，　　　呉れるから　　　ね」　と　言われるよ　　やっぱり

Oma3a
あなた。

・：h・na・m・’早Ee　ki蜘・・kim。：k：iqln・h…rp・◎
ええ，　花を　　　　もって　　　来られる　．時も，　　　　　．菊の花も

m，o　SUt2ibanao　moqte　ko］・lzi　ciqt’a．cubuq轟σ
　　　す枯れ花を　　　　　もって　　　来ないで，　少しは　　　奮め

毒◎na’狽a@jokatO：「m◎qte　kijabaNna・：．
。｝うなのを，　よいの1を　　　　もって　　　来ら敷なけりゃあ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　86｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　の　　　　ゆ　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

S◎i：ga　s囲wak．e　lkaNtaral　mlJal　a・N’一Slga　na
そホが　　　そんな　わけに　　行かんの　　　　　だね。　　　あの遼中が　　　ね，

cSa：Nt・wa◎cukttqcj・rai　mQNjaqde． 獅＝Flt’
ちゃんと　　　輪を　　作っていられる　　　　もの　　だから　　　ね。

e：

ええ。

baqtai　ik侵Nto　 eja　naraNtaqdeo　 sa
さっぱり　　　だめσ　　選ぶごとが　　できないんだもの　　　ね。　　　　　ト

hoide　koNda　SUtaibana　玉aq　Cute　makesase
そして　　　今度は　　　す枯れ花　　　　　　だ　　と言って　（値を）負けさせて

kij∂raNna．　sumaNtaNdo：
来らカ．なきやあ　　　いけないんですよ。

　　　　　　　　87）．

○：makesa　sa：makesaSuqtona：makeもasuqt3qdo一
おお，　　　　　　　　　　負けさせるのなら撃　　　　　負けさせるのだ

NkaraN　u◎　toka　hutoqnede　uqtade　◎・iga　mo’kewa
けれども，　　売る　時は　　同じ値で　　　　　売るのだから，　私の　　儲けは

huto　naqtaqdo　oma．3a　seN　si爵areje
大きく　　なるよ　　‘　　あなた。‘　そう　　しなさると。

h・id・n…　q・3・N　m・：玉・kaga・t・i：9・n・’d・i一
それで　　　ね，　夏ちゃん，　　　まあ　　いいさ。　　　私が　　　　　ね，　だい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　88）
t．a．i：m◎q－ee　lgUqta　S・ge：Nnama：Ci　Qm。te　ataja
たい・　　持って　　　来るのは　　そんなには　　　まあと　　　　思って，　　　私は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一55一



　　　iaqpa呈・zis圭Nno　mo・q．te『ku重ga　rta　h◎ide：蚤◎ka一
　　　やはり　　　・自偏’を　　　　もって　　　来るよ　　　ね。　それで　　　　いい

　　　　の　　　talga
　　　のさ。

Ns　aNmai　zisiNbaqkai　moqcSaqtaci
　　　あんまり　　自信ばかり　　　　　　おもちに．なっても，

ff　ma　sor三∂……
　　もう　そ灘は

　　　　　　　　　　　　　89）
蟹　 jaqseNto：．　ttra　aN　uiCukerar’ejaqtaNdb：
　　　駄歪なのを　　　　　　　　あのう　売りつけられなさるんですよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．i鷺m・Nt・qd・．1・・a　seN　k・qm◎B・k・　t，・　mt。　ieNtaqd・N
．　　まあ　うん　時々は　　　　そんな　ことも　　　ないとも　　　　　雷えないが

　　na　ma：　dok◎N……
　　　ね。　まあ　　どこの

麗　jareci
　　（論）や矛しとe

　　　　　　　　　　　　　90）
鷺　de　美aqt◎kana・
　　　で，　やるのかな。

麗　纏い

難。・量d。m・：蚤、qp・in・Ncu・aci三！・・ig・。Ngbm・：
　　　それで　　　まあ　　　やはり　　　何と　　言ったって　　　何　　　ですが，　　　もう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野）

　　　s◎ra　hitozukIai　cju：NdeSukane：　seN　naNs．eja
　　　それは　　人づき合い　　　　　　と言うんですかね。　　　　　　そう　　なりますと

　　　na　ma　jaqpa．i．a｝トsimo：　rjo：siNteki　simGNde
　　　ね，　　　　．やはり　　．あの連中も　　　　良心的に　　　　　　　しますから

　　　裏ご　焦見生1二〇k◎te　穐二』愚ze：　aiiy，te）aimo　島；呈蒐蓬Σミataqno　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　92）
　　　i．：jaqtatO：　 k玉：te　mata　 muk（）N－sin藍　m◎　 zeNZ｝ ?Ｎ
　　　言われるのを　　　、　聞いて・　また．　何うの連中に　　　　（もう　全然

　　　sOra　．mo：　fitiNcjutacja　　araja　　siro：to　　ja：qtaqde
　　　そら　　もう）　何と雷．っ．たって　　　．　私は　　　　素人　　　　　　なんだもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一56一



　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　サ

　　sa．　　蕩a．
　　そら　　ね。

Mhai　zjasito：鷺a：
　　はい。　、そうですの　　　　ね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兜）
W』 ﾀde甥蜀零。云dc＝嘱・饗郵罵e毒a験「r翻　

　　s圭mo　baqtai　ikareNga　ha：
　　連幅全然　　動きがとれない．．，よ・．

　　s◎ide　hak疑SainaNda◎：　ku（1arimono£o　a　kudari＿
　　　それで　　　白菜なんかね，　　　　　　（下りものと　　　　　あっ下り．

　　m◎n。kudai’m。ld。91）

　　もの）　　下りものと

　　hai
　　はい。

　　an・makurazaq・fi・Z三n・m・Nta　npdaNga　c三gem・hika：
　　あのラ　枕騎の　　　　　　　　地のものとは　　　　値段が　　　　　違いますか。

　　．ze．Nzρ．N：’cigem◎hl　na：

　　全然　　　　　ちがいます　　　　ね。

Mclgemohito：
　　違います？？，、

　　hakaikar3　c孟gaimasuga　ha：i
　　　秤からが　　　　　違いますよ。　　　　　はあい。

Me：∫aq．pai　z玉n・m・Nga　t3qkat・9Wa垣ka
　　吏．え，　やはり　　　　地のものが　　　　　高い　　　　　のですカ㌔

　　，、k、id。。。。。9弁）．

　　　高いですね・．

短、hai
　　は》㌔

　　sora　mO　tako　goaNSa
　　それは　　もう　高い　　　ですね。

鍛　 soino　hOga　atarasjtthite　◎isikaNdoN　na：
　　それの　　　方が　　あたらしくて　　　　　　おいしいです　　　．ねΩ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一57一



鷺　hai
　　はい。

bvi　cukemo　一N’　na　Nka　suq　to　ka　cit　．o　’t　ako　goa　pt’　sai
　　　零物なんかに　　　　　　する　　ときは　　少し　　　高い　　ですね。

M　a：　soide　na：　mo　ab？
　　ああ，　それで　　　ね，　　もう

cukdmoNni　sijaq　toka
漬物に　　　　　　　なさる　　　ときは

mo　kuda孟難，◎Nde　毒okaNSai
　　　下りもので　　　　　よろしいですよ・

擁　hai
　　はいα

6、祝ec　9孫の誕生をよろこぶ

録音日時　1966年】1月20ra

録音場断　笠沙町片浦金宮荘

　　　　　（旅館）

話し手

　ぐ賂号）　（氏　　　名、

　　S　　坂上三太郎

F　　坂上フク

ぐ性別）　（生　　年）

　舅　　明治4◎奪生

女 〃43年生

（職業）　（居　　　　住　　　「歴》

漁業　　⑪～玉6才在郷，21～23熊本帯（兵

　　　　役），24～27在郷，28、37下関
　　　　市，38～現在在郷

農鐸き　　◎、16才在郷，　17～20鹿児農忌ア｝テ，

　　　　21ん34大阪市，34～魏在在郵

解説：近所の老女に孫が出来た（他鰯で娘が出藍）こ、とをきいて，祝いに来た老人が，自分も早

く孫の顔を見たいが，息子が結婚するようすもないので困っている。羨しい隈りだと雷烈ま，老

女は早く孫の顔をみせに一度帰郷してくれればなあと願う。男いう：待つあいだが楽しみである

とσ

S　koNcSageasita
　　今日は。

F　（ko）“iciwa
　　　今βは。

一58一



s鷺譲」：r厚認a3£壽ah謡ρ’讐ごs’

F　joka　teNl〈i　gozaNdo　na：
　　　よい　　　天気　　　　です　　　　　ね。

S　mo：　ohaNj　ad　a：　，ma　ff“　odo　iN　mo　Nma　reS　aq　fa　ci

　　もう　　あなたのうちは　　　孫さんも　　　　　生まれなさったとか。

F　ha．i　okagesa：de
　　はい。　お蔭様で。

S　sa：　jolga　koq　goasita
　　それは　よい　　　こと　　でした。

　　　　96乏

F　・一・一一・jorokuq　kaSa　goaNsa　kora
　　　　　よろこんでいる　ところ　　です。

S　otokoNko　jaqtatokaci．　：’m一・一
　　　男の子　　　　　だったのかい。

F　i：　ja　ona　goN　k’．　o…一・

　　いいえ。　女の子o

S　enagoNlgona
　　女の子です？

F　hai
　　はいe

S　e：　sora　mata　N：　mo　ona　go　＋N　ke　ko　＞i　ro　ro　ma　ona一
　　ええ。　それは　また　　　　　　　　　女の子　　　　　今農なんかは　　　　女

　　goNkode　cjo：do　joka　tokoi　z’jaqta：
　　の子で　　　　　ちょうど　　　よい　　　ところ　　　だった。

F　hai　ma：　ici　hime　ni　xaro：tokaci　ijaNde　hara
　　はい，　まあ　　一　　　姫　　　　二　　太郎とかと　　　　　　言わ激ますから，ほら

　　fi　la　：

　　ね。

，S　jaqto　B．a：　sora　rno：　’」・oka　’koq　jasita：
　　　そうだ　　　ね。　　それは　もう　　よい　　　こと　　ですた。

F　ol〈agesa：de　gaqcui　joka　koq　jasita
　　お．蔭様で　　　　　　　ほんとに　　　よい　　　こと　　でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一59一



s

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　97）
e：　　hos｛ te　 m’ 奄撃堰f捻a　　o．3al《o　　tome　 geN茎ζ量　　aiq　　jaq一？．

ええ　　そして　　　みんな　　　親子　　　　ともに　　元気で　　　あら　　れて

ha：ig・Nki・q・廊・’ md・：
はい，　　元気　　　　だ　　そうですよ。

a：　s◎ra　∫oka　c◎q　gOWahi　na：e：a砧i．n　ti　Ndom◎
あみ　それは　　よい　　　こと　　ですね。　　　　　　　　　　私・なんかも

kora　mo：　mago＝籍。　 hohi’ka　 g◎q（ai）　ziki　　3aqdoN一一
これ．は　　もう　　孫も　　　　　欲しい　　　　ようにある　　　時機．　　だけれ

ka：
ども。

na：
ですね。

ataigen∂Nda　mo　RaNzja　dekemohaN　na　kora
私の家なんか　　　　　もう　何にも　　　　出来ませんよ　　　　よ　　ほれ。

ma：　s（）N　uci　i◎ka　hit◎N　o．i．laNsod衰i　ho’ra
まあ，　その　　うちに　よい　　　入が　　　　おられるでしょう。

ma：mo　oreba　j⑪kataqdoNkaraN　mo：
まあ，　もう　いれば　　　　良いんだけれど　　　　　　　　　も。

　の　　　ゆ　　　　　　　　　コ

01　1asl　to
おられますよ。

S◎圭kara：　 R∂i　　ia．　na：　mo
それから　 何　だねもう。
9・q・・i’

?・jo：m・g・N・U・amo’m’i　r・q・、q・・9・。一
ほんとに　　　早く　　　　孫の　　　　顔も　　　　見たいのです　　　　　　け承

NdoNk． ?ｒａＮ　kora　hanare　ONsieba．　gaq’cui
ども　　　　　　　　　　　離れて　　　いますと　　　ほんとに。

zjah玉ga　atainaNd◎mO　mO　mag◎　magoci　mo：　omo一
そうですよ・　　私なんか　　　　　　もう　　孫　　　孫って　　　　もう　　　思

・j・qd・N田・k・t・：臨・・et・il・q・kag・・qk・iqka． X・q
っているけど　　ほんとに。　　　生れた　　　　　　1ゑ月　　　　　　　1か月，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　98）

Nja　iclkageqzja　naka　ma：‘．mukai．c3：uqga　ki℃aka
いや　　　1か月では　　　　　ない　　　まあ　’．一一SC生が　　　　　　　　来たか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一60一一一



s

F

s

k・歌ac圭」・：k・d・田・9・’・t・圭・・k・U’ EU・：・・ugi£・
．来ないかと　　　いう．　子供が　　　　　　私に　　　　60才　　　　　過ぎた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　珊）
　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

n1NgeN瑚　OZIsal’｝Cjumiosa葦　一．
入間に　　　　　おじさん　　　と言いますよ。　・．．1・：

　　　　　　　　　1CO）
SO：　deSttka　　．　　　　．：．1
そう　　ですか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10ユ）
禽gelt◎　kikeja　瓢0：　｝等araga．kiqk童，aq多ara　mo：
あんなのを　　聞けば　　　　もう　　腹が　　　　　立つやら　　　　　　　　もう

　　　　　102）
9e｝」．i｝akajara　瓢〔！◎　naNcjt夢eba　jokaka．n：｝◎：　atai9．a
恥ずかしいやら．　　　もう　何と書えぱ　　　　よいか　　　もう　　私が

kOkOra：．　mO：hQNni　clu．raga　maqke　naisikobaq一
心は　　　　　もう　　ほんに　　　顔が　　　　　．真赤に．　　なるほど

k：a．i　ahigao
　　　　ですわい。

　　　　　　　　　　　　　　103）
e：・na：．hai－m・ataづ◎．mezj◎：．斑i：hil｛eq　jaijaha敗a
え，　ね，　　早く　　それ　　　嫁さんを　　　　見つけて　　　　上げな．さらないか

　　　　　　　　　　　　　　】04．）

oraaijadOmo　m毎ta
　お宅もね。

aq（ie　Pa：　s（》geN　QmOcjoqtaqd◎NkaraN　ohaNna．
なるほど　ね。　　そう　　　㌦愚っているけれども　　　　　　　　　あなた

h・・漉・9㌫◎環撫：．．m・t．・’　c　i　kig．・＿誌ぬタ・fi　a二

本人が　　　　　あなた　　　持とうという　気が　　　なければ，　　ね，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　105）　　106）

○憩ga　dohiko　mOt．e　mote　cjrz・tarec量（3iMO　naka一
親が　　　　どれほど　　　持て　　持て　　　と湿ったとて，　　　　　　　　ない

ls重　jaq．kena：m◎N：」．aimosal．　j◎non，3ka　c撫wa　n．．a：
し，　厄介な．　　　・．もの　　ですわい。　　　　世の中　　　　　　というのは　ね。

waga　m．藍．Mke　oi葺aq．taNdQdal．　ho・ra
　自分が　　見つけて　　　いられるのでしょう　　　　　ほら。．

a：　磁ihike　　◎qto簸ara　　m三hike　　oqci　　j葛te　　te．9aNdeN
ああ，見つけて　　　いるのなら　　　　見つけて　　　いると　　書っ．て　　　手紙でも

ku、rUre．菱》a、　」◎kataqrON　mal｛ot’e　・．　te．ffaNdemo　Omaゾ．ja
呉れ．れば．．・．　：　よいのだが。　　　　まことに．　　　手紙でも　　・　．　あなた，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．61一一



　　　　　　　　107）
　　’醗～碁．eN：編a蝋急ko「◎聖三三slc’鷺：∫．r翻ka一

　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　黙鉛芸㌦撰。劉　　　　　1．‘∵㌧㌦、．．

F署£：談邑芝i篇乱謝鑑ake　　　　》：i’　・l

Sm・：laga‘ 早@saN、zuga　c．ik◎nar◎9．　・　C」1　aq　d・・N・wa：910一
　　もう　　　やがて　　　　　30が　　　　　　近く　　　　なるようだが，　　　　　　　　　我が子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∵4d8）

　　ga　 tohirao　．」．bk」a　aNbを　．sit段Nt◎：　ka」zu．imu　 タubu
　　の　年も　　　　よい　　あんばいに　知らんのよ。　　数も　　　　　指を

　　iqp◎N　iqpON　◎qte　mi宅efno　l〈aNzetoraNsik◎．；ja圭一

　　一本一本折って見ても数えきれないほどで
　　Inosa　k◎ra・
　　すよ。

F・簸a：　haio　i’◎ka　hito：　nai1．．si｛araN鷺a　s・um’a封
　　ね，　　早く　　　よい．「　入を　　　何　　　なさらなきやあ　　・いけない。

S　a：　geNka　kO：　omaetaqr【ミQ　jO虻a　3！》4be
　　ああ，どうにか　　　こう　　あなたたちも　　　　　よい　　　具合に，

F　ha．i．　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　．．　　　　、

　　はい。

　　　　　　　　109）
Su’z　ekeNn　i　mim・ed・ki：・・k・・joqt…　：．．．
　　大世間を　　　　　．見廻して　　　　気　　　つけていて　　　　　　ね。

　　　　F　hal．
　　はい。

Sm◎’sikorak。Nk◎wac圭ju：lonako．霧aoqt◎ka：
　　もし　　　これは　　この　　娘はって　　　言う　　ような　　娘が　　』いる・．時は

　　　　　　llO）
　　撮a：　ai　，aqdoNkara．N・．
　　　　　　あ；れ、　だけれども，

罫　ha’i　na・：　　　　　　　　　　　　．　　　　　　l　　i
　　はい。　ね6

St倹翼ﾃN◎e素1：魏：1喫㍉騨ρq雛」a’
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F　liai　kie　cuke　oNga　na：
　　はい。　気を　　つけて　いますよ　ね。

S　hoNnel〈ote
　　ほんとに

　ロ　　　　　　　　　　　のOjanl
親に

礁aqtem蒙re，a　織a：hoN爵・…na：N・一一
なって　　　隔ると．　　　ね，　　ほんとi：　’”’　何

tomo　iwa　remoha　bi　ga
とも　　　言えませんよゆ

F　e：
　　ええ。

S　hai
　　はい。

F　 sO：　r皇a：
　そうです．ね。

S　sold　e：　na　i’」’　a

　　それで　　　　　何だ’

　　　　　111）

na：　do：
なあ，

omaijada　ko醤da　SaN籍至N一
あなたのうちは　An度は　　3入

搬e籍a　hutaj’me
昌ですか，　2人霞？

F　ma　（1　a　ha　ime　jas　fi　to：

　　まだ　　　初め　　　　ですよ右

＄　ha　h．　ime　qna

　　初めてですか。

欝　hai
　　はいe

O
　
倉
e

　
O
ええ

S

Y　iqdo　curete　kire　miseNkaci
　　一度　　　連ホ．て　　　　来て，　　　見せないかと

ロ

Juq
署って

．i　aq．　taNdo　一N　k／　araN

やるんですけど

na：
ね。

Si　ha：　’i’

　　はいρ

F　jaqpai　wagataqga　．cugoga　vvaikataNdodai
　　やはり　　　　自分たちの　　　　　都合が　　　　悪いのでしょうよ。
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バ
ゆ

置
、
’

＄

F

S

＄

ha　ha：
は　はあ。

pao．doqte　kimoha．N／nai　1〈ora
戻って　　　　　忌ませんのよ　　　　　ほ沁

e：

ええ。

huN
うん。

　　　　　　　　　　　　　　　　l12）
ir，　a：　soizja　fn　a：　k　ak　‘a　eq　cja　tan　as　uN：　m　a，　：　n．　a・．

まあ，　それでは　　　まあ，　　か吏．って　　　　　　楽しみ　　　　　　まあね，

in　i　tes　ima　eha　naimokai　mio　ema　ja　ak　e：　1：　esi　・mae　b．／a
見てしまえば，　　　　　　何でも　　　　　　　　あなた，　　開けてしま吏．ぱ．，

鵬・・。扇盆・・k・q・k　u　i・in・d・qg，aen・in・m・．・m・三，

　　　そ溺だけの　　　ごと。　開けるまでが　　　．　　と1．んな　　　ものも

taBesuN　．iaq，taqde　omia　．ia　na．：
楽しみ　　　　　なんだから　　　あなた，　　ね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l13＞
den　eN　doma　cur　iq　rn．odo　q／　，k　i．　ja　．naja　＄irn．o　ha　IN　」’　aro

辮凝騰　　淋て　戻・て●瀬禰　　　．しませんt．i6うか．

a：　sora　．ioka　koq　」’a　na：
ああ，　そ承．は　　よい　　　事　　だ　　ね。

’h　a　i

はい。

ata　in　aNdomo　mo：　seN　t’　o：　ki　keja　ura　．i　an－sa　s・　usi　．t　e

私なんかは　　　　　　　もう　　そんな窺を　　聞けば　　　　うらやましくて

mo
もう・　　．「．．tt，　．　．　．．　．．t．
　　］］4）
iq　k．i　．i　asi　te：　se　）・i　i　．i．　ai　uci：

すぐ　　ですよ。　　　そう　言われる　うちに。

e：　i．q．ki　cju：toga　na：　i．qki：　rriata　oma．ia　．siA’
ええ，すぐ　　というのが　　　ね。　　すぐ　　　また　　　あなた　　死ぬ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l15）
jona　k．ote　n．ar．e　．」　a．　cjoq　sime　3’ag．　a　，
ような　　事に　　な界ば　　　　　おしまい　　　だよ。
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コF　 ●馴ゆ・○り弓▼」W・ ≠奄汲＝@ h（）se：

　　　　　悪い　　　：方へ
…
…
鯉
…
m

．
｝
…c
て
a
つ

t
た
．
q
つ
a
さ

．
」
な

．
1
h
リ

◎
敢

t

S　soi　Rara　mo　Tn　a：　oh　a．　Nmo　sehi　1〈．　ejaqd　oN　karaN
　　それでは，t／　　もう　まあ，・　あなたも　　　お忙しいですが。

Fha童
　　はい。

S　mo：　kj　uwa　ma　：　lt　o　i・．　de　g．　o　’b　u，resa　：・　s　i・m・　o一　h．i．一de

　　もう　　今臼は　　　まあ　　これで　　　失穀　　　　　　　　L衷すか争。

Fai鯉t・脚sa慕em・S疑………
　，ありがとう　　ございます……

S’　m：a：　d’aizi：　site　na：
　　まあ，　　大事に　　　　して　　　ね。

F　bai
　　はい。

s　斑。： hoNni　joka　keq　jasi．　ta：
ほんとに　　よい　　　■と　　でした。

F　…………鱒・

F
　
f

Sma：，orosu…滋圭N難an｝
　　まあ，　よろしく　　みんなに，

S’　hai
　　はい。

S　i　tT　aq　tamehi
　　言づて　　下さいS　　l／　・

F　ai　g．ato　mosagenkos　」．　ta
　　ありがとう　　　ござい：ました。

S　（soi）zja　do：ma
　　　それでは　　　　どうも。
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7．地’ ｼ　伝　説

録音E時　1966年11月20H
録音場駈　笠沙跡片濾金宮窟

　　　　　（旅館）

話し手

　（略号）

　　s

　　F

（氏　　名）

坂上三太郎

坂：上フク

（性別）　（生　　年）

　男　　明治40年生

　女　　　〃　43年生

（職業）　（居　　　　住

漁業　　　既　　出

農業　　　　　〃

歴）

解説：笠沙晦内に祓翅橋という橋がある。その祓川というのは昔はいも洗い川と呼ばれていた，

その「いも」とは衣裳の意である。昔木花嘆耶姫が衣裳を洗っているところに，ににぎの尊が天降

って来て姫に求婚されたのであったが・％姫の衣裳洗いに因んで衣裳洗い潤というべきだが，借は衣『

裳を「も」と呼んでいた。そこでいも洗い州が変化して祓川となったと。

（謂査者言う，勿論無理な説明，ことに話中に喪服の「も」と「裳」とを混同している・〉

S　aNna
　　あのね。

堂　ha玉
　　はい。

S　a：　hoN　fiom3NSakesa：　o
　　ああ，　その　　野景岳様よ　　　　　　　ね。

翼　hai
　　はい。

＄　nomaNdakesa：nija　na　a：N　icuhasira　cute
　　　野間岳様には　　　　　　　　　　ね，　あのう　五つ柱　　　　　　　と書って

，SoNil

gonlN　macurarecJ’etaq　cureN　na’
5人　　　祀られて居られるんだと　　　言うが　　ね。

F　e：
　　ええ。

S　ata」’a　soiba　soN　goniNno　uci：　ma：　goniNsa：N
　　私は　　　　それを　　　　　　　5人の　　　　うちに　　まあ，　5人様の

一66　’r



　　uci　rrltNna　sqN：　goRiNteme．n．am；　evva．＄SgcjoraN一一
　　うち　みんな　　　その　　5人ともに　　tt／　t名前は．　　．知っfいない

　　doNkaraN　na：
　　　んだけれ　　　　　どね，

Fihai　．　，　，”　，，・
　　はい0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　116’）

S　｝ma　soN　konoha　fi　as　ak　v．jah　im　eci　ju：　i　．1　a　i．　｝i　itg・

　　今　　　その　　　木花咲耶姫と　　　　　　　　　　　　　　書う　　言われる．　木

　　na：
　　ね。

F　ha　i．

　　はい。

　　　　　　　　1玉7）
S　seN　karni　o　ll　a　gf，　oN　ka　Nf　a：　o
　　その　　神は　　　女の　　　　神様　　　　でね。

　　e：
　　ええ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11　8）
＄，soN・，　ene．　，ff．．o，N．k．aNsa；ga　soN　ma：　soN　k’a．Nsa．：1〈ar2

　　（その・・女．の．　　　神様が　　　　　　　　　　　　その　　神様から）

　　婚『帆．㌧｝賑♂解錫こ雛素霧暴⑳1∵鼻，

F寵
＄　ma　jn，．aN　1｝araikawab，asi　cj‘　uwa（rai）　．hara　ltcft，fa
　　まあ　　今の　　　祓頬橋　　　　　　　　　　　と言われる，　　　　　｝まら　　　ほら

　　　　　　　　　　　　ll　9）

鷺総k角解∵∵潔to耕留．罪az圭監：珈：一

　　聡oh書面a・鷺：；．∫一．．　　・・‘…　　．．

黛　hai
　　はい。

S　e：　mu　ka＄」　a；　，．　．＄　・p　N・　imoa　rai　gawa　．．c　ju・　．k　a　wa　’　j　aqt　a，．r一

　　　　　　昔は　　　　　．．t，．．．　　　いも洗い川　　　　、．　　と：いう　　廻　　　．だった
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　　taq　cjudeo　＄ora　na：
　　　　　　と言うから　　ほら　　　　；ね。

F　e：
　　ええ。

s犠’teZSN留三盛O　SG∵轟198∵養暮：．・鷲霧：・．

：，”i　hai

　　はい。

lrs：’3　karaimozj’a　nosite：
　　薩摩芋では　　　　　　なくてt

：L－1’　hai

　　はい。

tt，1　isjo：　sor．a　iso　na：
　　衣裳　　　　ほれ　　　表裳　　ね．，

『ぎ：1．e：、

　ll　’）．　b’　．　．’　・’．　・，　・．’　．　1／　’　・．．　．．　t：

　　え　x〆。．

雛1・◎◎bas・Nk・n．・h細・・ak頃a，hlm・・．？・・u・U・ザ
　　衣裳を　その．率の花咲鞠が＝，、　　　　洗・て縛れ

　　tat　aq　c　3’　ude　o　soN　aN　kawa　no　zu：qto　ueN　h．　o一
　　たと　　　いうから　ね，　その　　　　川の　　　　ずっと　　　上の　　方三

　　c｝　g　z　ig　i：　rSuN　h，o　e　g．　fi．　a，　：　，，，　，

　　で・　上流の　　　　　　方で　　　ね，

’S？　hai　h．　a・i

　　．嫡．ヤ’。　はいQ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］．　ize）

S『勲爵aタa馨亀es◎Nma慧ぎ躍は∵唖帖∵a．，ρ：

　　ama　ku　cl　ari　site　ki　」．　aqte　h　」’　oqk　oi　ki　te　Ra：

　　天陶　　　して　畑紅　ひ・・er　D　来て　ね1：ll

雪　liiai
　　　　　／／t　tt　’t’　’　”　1　lt　’t
　　はい。

S　hosite　a：　orpaja　oiga．　o．me：　naqte　kureNcaci
　　　そして　　　　　　「あなたは　私の　　　妻に　　　なって　　　くれないか」て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　68　一



F　？S：

s、函t乳｛　．・「．　一囁　　一「引
　　言わ；れたとさ。

F究
S（・・）・it…　k・三9・m・a．…　。，・」・晦lkS・・．嘘a一
　　　　　　そうした　　とtろが　　　　　　　　お父さんに　　　　　　　きいて　　　見なけ

　　Nna　at　ai　ga　hi　to　iz　」’　a　｝i　eNzi」a　deke　SG　6ite

　　れば，　　私が　　　　　一人では　　　　　返事は　　　　　出来ない　　と琶って，

F　hai
　　　はい。

’S　hosite　soN　ma：　oto：saNrii　kiqk．iaqta’tokoig’a
　　　そして　　　　　　　　　　お父さんに　　　　きかれた　　　　　ところが，

　　’m。’」・1・・a・…　ju畑・・：9・・n．・：層

　　まあよかろうと　いうような次第でね

F　hai
　　はい。

S　hQsite　ma：　a：　hutaino－siga．　ma　hu’ Fh．／uni’ ?ｉａｑｔ?
　　そして　　　　まあ　　　　　　二人の丁々が　　　　　　　　　夫婦に　　　　　なって

　　」。qp。三。。k。Nn◎m、M、k。，a：nima。加a・e油1、t。q
　　　やはり　　　そこの　　　野閥岳様に　　　　　　　　　祀られなさった

　　c」　u　de’o’　s　6’ra’　’n’　’a　：’

　　というんだよ　ほら　　　ね。

F’
@e：
　　払え。

S　hosite　so＋N　toqno　ma：　naiga：　soikara　’
垂盾m　rti’a

　　（そして　　　その　　時の　　　まあ　　何が　　　　それから　　　　その　　衷あ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　耳22）
　　’i　；s　o’o　：6　ia．i’．　’a　．r　u’6i　」’　aqt　a・　，r　，e　’　．s　oN　ata　i　fna　e　wageN　ko　’t　o一

認讐を∴．∴諜∵・」、ad．∵∴∵∵の言

　　葉で翫ぱ嬢瀞想、　なん鮒れども　　ね・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一69一



F　hai　ha｛
　　はし、　　　　vまし、e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：一1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　123）　　　124）

S蹴：：∵∴暴照朗a賢∵罫∵㌻
　　おられたんだtt　もの　　　ね・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』1二…tt　「、＝i．

F　 e’：　hai　hai
　　ええ，　はい　　はい。

S　 imoci　na
　　いもと　　ね。

　　　へF　ha
　　はい。

　　　　　　　　　　　　　　　　125）

Shoide　s◎NmOhukuci　jaqpa至｛．made撫。　hara　ko：
　　それで　　　も服・て　　やはり　・今でも　　ほら　¢．

　　鐸Gzem毫ユk：eN　　℃0（ユ　 jaqt◎ka　 nai　　jaqt◎kac量　　ju　 j（）na

　　結婚式の　　時　だとか・　　何　だとかと　　いう．ゆな
　　a．9　eN　ba：i。ija蔓～響）m。hukuci　ma∫◎、。N＝・S肇a・：』

　　あんな　　場合には　　　　　　　も服と　　　　　　　　よその人々は

　　ijaqt◎　hara　na：
　　琶われ．るよ　　　　　　　ね。

F’ ?ａｉ　l，？．ra圭　n∂：

　　はい。　雷われる　　　よね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　127）

S　so：N　tame　a：　ma　m◎　3aqpbi　ma：　imademo　jaq一
　　その　ため　　　　　やはり　まあ・今でも．■やは

　　pe量CUt2waqte　kita　k・t◎ba葺aqC｝・m◎9．a　na：
　　　り　　　伝わって　　　　　　来た　　　言葉　　　　　だと　　　　思うだが　　ね。

F　ha：i
　　はい。．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

＄・：・・ik・・…　N・im・…　ig・w・ga・m・」a：’・n・
　　　　　　それから　．　　轍州が　　　　あなた・　麹う
　　im・m・。q，。，e，。・。，。・m。玉h2S）。，a・壱29’　k。、d面、，a一

　　いもも．　　落ちて，　　．　　　滲めも　　　　　　　洗いが　．　　・今度　　　　祓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一70一



ini　naqte
いに　　なって，

　
　
　
　
0

：
えe
え

輩

S　hosite
　　そして

　　　　　　　　130＞

haraika：　zi
祓い州と

naqte　na：
なって　　　ね。

F　hai
　　はい。

S　hos｝te　are　haraikawabasici　imazja　jutaqcju一
　　そして　　　　あれ　　祓川橋と　　　　　　　　　　　今では　　　　雷うんだという

roN　na：
けれどもね。

　
　
　
0

：
え
e
瀞
ズ

F

S　soicle　omajfi：　afio：　jmarea
　　　それで　　　あなた，　　　あのう　　今では

　サ　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　

CjU・roNkElra碧　 SO．　　1U：
と難けれども。　　そう　諦

jaqPai　ka：　jaqta・q
　　　　　　　川　　だった

gora hara重ka：
祓Jli橋

basi

io：na　ma：　iwareno　ai
ような　　．．、まあ・　いわれの　　　　ある

cjudo・　omaja：
そうだよ　　あなた。

F e：　　SOS1　覧e難a
ええ，　そして（どう）ですか。

s ha：　i，　soide　na：　，laqpai　atainaNdeme
はい。　　それで　　　ね　　　やはり　　　　彩なんかも

　　の　　　ウ

Ra．1日鼓0
何にも

1〈aNgeNzi　oqdoNkara
考えないで　　　　いるけれども，

hiRo　lcocjuba　fiai　1〈ai・

のことを　何かと

」”a　qp　a’i　・k　ogeN　si　te　rriu　’ka　一一

やはり　　　　こんなに　　して，　　昔

・taguijosete　kitai　mitai
手繰り寄せて，　　　　　来たり　　晃たり，

zu：qto　site　mireba　jaqpai　na：
ずっと　　　して　　見れば，　　　やはり　　　ね。

F ha：i
はいσ
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），”　aN　mezurahika　moNmo　aqtai
、　あのう　珍しい　　　　　　　　ものも　　　あったり，

Tst‘　zjaqto　na：
　　そうです　　ね。

S　 hONロokote　捻a．：　C疑宅e　b玉qkui．stti
　　　「まことに　　　　ね」　と書って，　びっくりする

　　　　　i・　．’．　li　，i
J’　on　a　k　’ 早@q，m’O

ような　　事も

aqto　n　a．　：

あるよ　ね。

L’！；’i　’（’

Qja）N一　sai　Ra：
　　　そうですわ　　　　ね。

＄　jaqpai　wageN　a．tai　aqte：　asabaltl　micjereba
　　やはり　　　　麹町の家の　あたりに　あるのに　　　朝晩　　　　　見ていると，

naNtomo　kaNgeNdoN
何とも　　　　　考えないけれども，

F　ha：i
　　はい。

S　」’　aq　pa　i．　ko　’：　mk3P　rekig’i　i“　li　ena　mo　i“　nu　sirb　bete’：

　　やはり　　　　　　　　　　　　歴史の　　　　　ような　　ものを　　　　調べて

mi：華aトsjA難a：
見られる人々は　　　　ね。

ぎ hai
はいo

S　j’a　ij　p2i　oho：　kora：　na：ci　］’　ut　el　．i　aqpai
　　やは．り　　　　「ほう，　　これ．は，　　　ね」　　　　と言って，　やはり

　　om◎　koq田◎
　　患う　　ことも
　　　　132）

F　na：
　　そうで．すね。

ai　w合ke
ある　わけ

じ　

，a登to
だよ
hora　na：
ほら　　ね。

　り　　　　　　サ

a、C1
ああと

・　＝／　72一



8．網主の奥さんと漁夫

録音日時　1966年11月2．0日

録音場所　笠沙町片濡金宮荘

　　　　　（旅館）

話し手

　（略号）　（氏　　名）　（性別）

　　M　　前田ナツエ　　女

　　S　　坂上三太郎　　男

（生　　年）

明治42年生

〃　壕0年生

（職業）　（居　　　　佐

商業　　　既　　出

漁業　　　　　　〃

歴）

爆説：片浦近海では雑魚がとれる。雑魚は鰹釣りに最高の餌であるとごろから，県内はもちろん

県外からも餌買いに網主のところに泊りがけでやってくる。一一臼漁が少なかった漁夫の報告をき

いて奥さんが苦情やら激励やらのべる。次の闇夜には漁があろうし，海も水濫が高まろう等々の

べがんばることを誓うのが漁夫である。生笹にすべき寵は紙しく漁を予想して多く魏藩するのに，

漁がおっつかないのは残念だと奥さんが書えぱ，漁夫は籠に醗かかないようにうんとがんばりま

すなどいう。〔この演出は女（話手）が網主の娘さんとして育って来たので，昔の我家のあり様

を思い出してのことである。合は往蒔のようには雑魚がとれなくなって餌買い人が集まる賑やか

さは見られない。〕

S　oqsaN　ima　．iaqta：
　　奥さん，　　’今　　　だった。

厳肇aqtO　jaq宅a黙a
　　御苦労　　　だったです　ね。

S　ai（ga）togowasi
　　ありがとう。

麗　 dare藁aqtad◎ga　Q：
　　　お疲れになったろう　　　　　ね。

S　ha：　mo
　　はし㍉　　もうo

M　za　ko　wa　geNBa　koq　jas’i　ta　1〈　ao
　　雑魚は　　　どうな　　　こと　でしたか。

S　zakoga　na
　　雑魚が　　　ね，

joka　zako　jaqdoNkaraN
よい　　　雑魚　　　だけれども

　　　　　　一73　一一

　　　133＞

uhi匙a
薄い
meN
もの



　　jaqde
　　　だから，

M　e：
　　ええ。

　　　　　　　　　1sc　）

S　jaqto　roq　kago　roqpoN
　　　やっと　　　　　総　　　6本，

　　　135）
瓢　e：
　　ええ。

　　　　　　　　　　　　　136＞
S　 aq宅aga　miタai
　　　あったよ　　御覧。

M　sora　mo　seN　koq　cuwa　Bakaqtana：
　　　それは　もう　そんな　事　　　って　　　無かったわね。．

＄　ko　bi　n　1’　adema　ma　ta　naqmo　jokad　e・　na：
　　今夜なんか　　　．　また　　　凪も　　　よいから　．．ね，

瓢　hai
　　　はい。

S　k’o’ mn’ @，」　a’ @：’@‘ 求f潤@ts’nj　ti”：ii　tanog．　uNni　sioraNnara”　sumaN一
　　　今夜は　　　　　今夜は　　　　　楽しみに　　　　　　していなけれ．ば　　　　要xけな

　　gac圭輌NAade　k◎Wa　huneN－simo　ju　kata　lahiga
　　いと　　　皆で　　　　　　こら　　　船の連申も　1　　1欝って　いる　　　ところです。

2v．”’t，　e：　ciqto　kibaqte　te　i．　jaraNna　rna：
　　ええ，　少し　　　　精出して　　．　　獲らなければ　　　　ね。

＄　ha：i　zjaqte　ita：
　　　はい・　　そうです　　　ね。

IYg．　edokeN－siga　de：sil〈edeN　kiq　oijaqde　na：
　　　霞買いの連中が　　　　ずいぶん　　　　　　来て　　いられるので　　ね，　、

＄　e：　sora　mo
　　ええ　それは　　もう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’・

bvfi　rno　nikena　gaqcui　ikiraNsiko
　　もう　二階には　　実際は　　　入りきれないほど。

s　一一一・一・
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M　zju：goro｛4n圭Nkara　kiq　oijaqde　na：
　　　15，6人も　　　　　　　　　　来て　　おられるんで　　ね。

S　e：　e
　　タ　　レ　　　　　タ
　　ズ，兄，　x．o

M　 soide　 an◎　 ciqto　 ki董）a圭jaraN難aき　SUmaN
　　それで　　あのう　少し　　　頑張らなさらなきゃ　　　いけなし㌔

Shai　soramo：gaqcui　hut◎i　jaqtehut・i　jaraN
　　はい，　それは　もう，　ほんとに　　　一人に　　　やって，　一人に　　　やらんと

　　　　137）

　　ZjU　wake鷲a・ikaNsi　OhaNtaqmO　kOma彗aikOte
　　いう．　わけには　　　行かないし・　あなた達も　　　　困られる　　　　　ことです

　　na：
　　ね。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』．．＿　　．　　　　・．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　疋
鷲　ha：i　jaNdo：
　　　はい，　　そうですよ。　　　　　　　　　　　　　　　　．・・’

S　【no：　geNka　jaqPai　hiqbikU　SUi　goq　ate　na：
　　もう　　イ可だか　　　やはり　　　　ひいきを　‘1／・する　　ように　あって　　：ね。

　　aN　hutobaqkai　jaqte　cju：te　na：
　　あの　入にばかり　　　　　　やって　　　と雷って　　　ね。

麗　hai
　　はい。

Shoide’mo：atainaNdomo　iqsjok：e襲mei　naq◎qta一
　　それで　　もう，　私なども　　　　　　　一所懸命に　　　　　　なって　いるの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　138）

　　hide　kQNR蚕3doma　jokaNsodai
　　ですから　今夜こそ　　　　　　　よろしいでしょう。　　　　．二　㍉　．；、

MmO　keN　Site　gaqCUi　edOkeN－simO　ohikakete
　　もう　こう　　して　　ほんとに　　　耳輪の口中も　　　　　押し『かけて

　　kijareba　1｝a：
　　来なされば‘．　　　ねo

S　a：i
　　はい。

磁d。ke」、玉zaq凝99）。。。i・。、。t。q，jaNmo。抑、…
　　どこに　　やり先も　　　　　無くて　　　　お父さんも　　　　　心配　　　　　．…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　75一



S

護眠茜

S

護覧蕊

S

琿

S

M

S

麓

濃畿de鷺：　．’

z｛aNdo　　na：
そうですよ　　ね、

ciqto　 ki遷）aqte
少し　　　精出して，

hai
はい。

　　　　l40）

hi二ba玉deN　site　t◎i∫araNd◎kai　na
昼の操業でも　　　　して　　　（魚を）とられないだろうか　ね。

hai　z∫aqto：he　Nnok◎te　na：pa．anc童qt◎naqga
はい，　そうよ。　　　　ほんとに　　　　　ね，　　も少し　　　　舐が

1◎kaコ∂hi：bai　sureba　mada　nihoNdeN　saNboNdeN
よければ，　　昼の繰業　　　すれば　　　　まだ　　　2本でも　　　　　3本でも

Ga：　toreN　C蚕u　koq・m◎．　nakataqdONkaraN　aqcja：
ね，　　とれないと　いう　　ことも　　　無いのだけホども，　　　　　　　あちらは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　141）

ffe｝l　jaqtadokai　na　koN　kaigataNheNna　t◎relta一
どんな　　だったろうか　　　　　ね　　この　　　海潟のあたりは　　　　　　　　（魚は｝と

Ndoj◎　na：・
潔ないでしょうよね。

ka！gataga　soide　toreN　CU£e　k．◎qci・se：　neqkara
海潟力㍉　　　　　　それで，　　とれない　　といって，こっちへ　　　　　みんな

。扇kakete　kilatataqde　na：
押しか1ナて　　　　来られたんで　　　　　ね。　　　　　　　、

e：　ha：i
り　　め

えズ、，　はや、o

doke　3aqtaka　lu：be　taq　ki’5aqta　tok◎ia
どう　　だったか・　　　昨夜（火を）　焚かれた　　　　　　　処は。

．i　u：b。a、q，i。，。b。・k、｛48）」asit。，。

咋夜は　　　あっち，　　濾辺の潟　　　　　　でしたよゆ

6・：．　・．

ええ。
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Sah圭komo　na：肇aqP．a玉mataN
　　　あそこも　　　　ね，　　やはり　　　　又の

koN　zakowa
この　　雑魚は

匿
玉
N
a
に
．

」
闇

　　　　　　　　　　i　14　3）

katamaqtaqdol“　na：
かたまるのだが　　　　　　ね。

a，
3e
鶉

　
き
r
承
「
a
な

a　’?　」一

，あそ

M　hai
　　　はいM

S　koNdol“
　　今度の

ロ　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　の

ヌarn笠Z礁，a
闇までは

ikeN1〈．　．g．　ko：　zak．oga

次んだ恥　　ζう　　雑承が、

　　　　　1・g）

baraqci
ばらっと

量
る
　
、
◎
、
q
℃

ロ
ス

s
し

コ

凄0捻a
ような

huni
風に，

罫4〔　e：　．se碧　 ziahika
　　争え1，そう　　ですか。．：

S　ha：isOgeN　i◎na　huni　SeNZJVrOLN瑚
　　はい。　　そんな　　　ような　　具合に　　船頭ざんが

tv1　e：　sosite　zakewa　ciqta
　　ええ，そして』　　雑．魚は　　　少しは

S　a：　rp．a：　zakoN
　　はあ，　まあ　　雑魚の

　　重繧6）

kataga
型が

　　　　　　　］45）
乞Onla為ikao
のζ．秘ますか。

jokade　na：
よViカtSら　　　fl，　2Q

の

jUOraqtagao
言っておられ窪よ。

擁　ha玉
　　1はい。

　　　　t
S　rna：
　　まあ，

jaqpa重
．｝mp．はり　．ヒ・．

　　　　　147）

haqgowa　mo：
　8合は　　　　　もう・，

tomiaroci　omocjoqd“N
残ろうと　　　　　思っているんだが

na：
ね。

M　waqze：　kaqzjobunega　na：
　　「すごぐ　　　・唐船が　　　　　　　　　　ね。

＄　ha：
　　はあ。

熟歴　joka　Zaq　ano　1：JQga　mle　oqc三　，秘：℃e
　　　よい　　　雑魚，　あのう　　魚が　　　　見えて；．いると　　署って

　
むe
え

　
ひ
：
えe
え

S
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議

s

麗

＄

s

s

踊

＄

s

………求EN・ite「 EMk・k6S・kijareb・．m・Z・・’k・轡・．
　　　こう　　して　　　（餌買い人が）押し力牡て　来なされば，　’もう　雑魚は

　　　　　　ロ豊oreNS五
霞加ないし，

ha二i
はい。

ki帥k朗・g・w・h・N・・k・・a≒
気が　　　気では　　ありません　　　よ　　こら。　　　’．一

zjaiga　na：ataihaNdQm・重majaqd・N　k・ra　na：
そうだよ　　ね。　　私なんかも　　　　　　　今　　　だが　　1　こら　　　ね，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　148）
uNto　k三baq重e　圭te　c量qto　imaN　uci　tO圭ku　toi一ソ㍉
うんと　　頑張って　　　置いて　少し　　　　今の　　　うちに　　　　　　獲

潔腐齢実滅留書㌧

hai・m・9・t6．i　k’aN　mb　IN． 鰍≠msa　k・ra』na
はい，　思う　　様‘ご　　　いかないもの．　です　　．　こら　　　ね。　　・

ha：i
はあい。

zako・ga　dOqsai　aq　toka　hUfi　ega　zuga　na・’k　asli
雑魚が　　　　どっさり　　　ある　時は　　　船が　　　　　漁が　　　ないし，．．

h．・煽・k6・e：「崩1：・・母・τbk：ed・N・…．il・a…　t・k・1

ほんとに　　　　　　ね。．　比翼い人が　　　　　　おられない　　　時は，

ha：i
はあい。

d瑠溜eN　z総m◎憲£te～．’斗e5N戸sJぞr・．蟹a‘濫費

電oqno　kusefi圭　seqkakete　kite　na：
時の　　　　くせに　　　（餌買い人が）つめ掴ナて　来て，　　ね。

joka　nenO　su．q　tokl　tOfeNzl　ita：・
よい　　値が　　する「』．時　　　獲れないで　　　ね。

ha：i
はい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一78一一



M．∫　jaqpai　omo　goto　葦qmohaNde、　kora
　　　やはり　　　思う　　ように　　行きませんので。

Szjahiga　hoNni
　　そうです・　　　ほんとに。

Mciqto　kibaijaraNna　SumaN
　　少し　　　　精出されなければ　　　いけない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　149）　　　　　150）

Shai　ma　kONdoN　naqdoma　mata　Ra……siku：sike：
　　はい，　まあ　今度の　　　　凪なんかは　　また　　　ね，　　　　　　　　時化に

　　naikamo　・sireNdoNkaraN・ma　　tqgena：　sikezuja
　　　なるかも　　　知れないけれどg．　　　　まあ　　たいていの　　　時化までぽ

　　seNZ∫uroNmo　mada．W・aqkare．kibaraqdQci　omo一
　　船頭さんも　　　　　　まだ　　　若いから　．　頑張られると　　　　　思．

　　cjohig．a・
　　っていますが。　　　　　　　　　　　　　．．．』’∫

澱ha：i　kibaijaNsema：
　　　はあい．　1頂張りなさい　　　　　まあ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J5玉）

Swaga　koq，aqdemiNn：a：na，：｝toqt．eN　s．」◎：bai
　　自分の　　こと　　だから　　　みんな　　　　・　獲っての　　、商売

　　jare3a　Oma3a：neCjOqtaCi　iqseNgaCim．o　naraN一
　　　だから　　　　あんた。　　　寝ていたって　　　　　　一銭ほどにも　　　　　　ならない

　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　SI　o　WLIgae・1　；
　　　し　ね，　自分の家に。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　152）

塾厘　naika　tarekUcja：　mazi：moNga　s量q　ohikao
　　　何か　　　　た淑．くち雑魚は　　　　まざりものが　　　　　して　　ますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　153）
Sl、も1．創製da．瑞aN．聖葦£、lamo：．．繋」a嬰贈1、a署呈

　　mig・qka・ak・・’；・a：　　　　　．tl　・．　．　．、，・
　　綺麗な　　　　雑魚　　 よ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．・

鷲、瓢まa」鏡；gan黙：　　　　　　　1’

Sh．a：‘i
　　　はあい。
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t．i　sogeN　joka
　　　そんな　　よい

　　ba　na：
　　ば　 ね。

S　ha：i　ageN
　　はあい，　　あんな

ka　taN　z．　．a　ka　．tr　oka　z　q．　koo　ba　tp－ijare　一’

　　　　　　　　　　　　　　　雑魚をぱ　　　・獲られ勲，型の　　　　雑魚，　∫よ．い

zako践ara
雑魚ならば，

M．耀β⑫ρ；き・tt．：a　Z・9弓・・qt・qd。N　n・：
　　，すごぐ　　よい　漁が　．」するん雌力玉．　ね・

S．・・m・．・i　o　k・t・qdρ，Nna：・9・！t・t・n・・am・・k◎・“’　d◎N

　　値も．いいんだ瞭ξ　，ね・あんな爾齢．．．もう　艘の

　　zakC・naNda　na　sa・mO：　zeNr・O　kOC葺a．　juw3Nci
　　繍なんか　’為それは・もう・．銭のてζとは．訪ない下・．、

　　Ileno　kocia　juwaNcl　miエ“　n　a　ed◎keN－slga　∫uo
　　値の　　　醸轄　　　　琶わないて　　　皆　　　　　餌買いの連中が　　　一言う’

　　　　　　　の　　9◎q　a19a
　　　よ　　だよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．「

M　newa．kirowaN　cute　Ba：
　　　イ離蜘わな．．．と．書・てね・　　．∫．．．、　．’　 　ll／

S　ba二i
　　遮画・・’　　、二．．1｝

M　gaqcui　waremo　saki　neql〈ara　wakeq　kure　cute
　　　ほんとに　　　我も　　　　先に　　　「全部　　　　　分1チて　　　ぐれ■　　と言って，

S　e　zjaNso：
　　え，’そうでしょう。

tsv’i，　i　」’　a　，r，e　．b　a．　fyT．e　g　aq　cui　Bi　ke　oqte　za　kok　eN　一s　i．　ry｝　e

　　言い謎禅・もう1・脚とに　2階‘’t’．いて　雑鰻・・三軸

　　kiga　kizja　naka　jona　hu　f’aqdo：
　　気が　　　気では　　　ない　　　ような　　様子　　だよ。

S　ha．：i　soidoNk．araN　sora　hokaN－sja　omaja　iq．p．o一一
　　　はい。　　そうだけれども　　　　　　　　　外の連中は　　　　あなた・．　（簿）1．

　　）ika，　nihoNka　toraqdo　ataiRaNdogaseka　hiqcja一
　　：本か　　　2本か　　　　獲られるよ。　　私なんどのさ髪．　　　　　　　　7　8

一80　一



．
1

CN
o
と
緊

　　　　154）

torela　mo・
獲れたので　　もう

waze：ka’na
すごい　　　　ね。’．

rvX　h　a：i

　　はあい。

＄　jokaqtato’utehikaqtar’orai
　　よかったよゆ　　　　．嬉しかったろうよs1’．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　155）
At2　e：　sora　rr7io　jol｛aqta　na：
　　ええ，　それは　もう　良かった　　　　ね，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］56）
S　seN　zj　uro　Nmo　jubewa　B　a：’：’
　　船頭さんも　　　　　　　昨晩は　　　　2Ro，

M　ma　・’ki　ba　i　jai　’　da　；’　eisi　ffo　to　n’a　：

　　まあ，　頑張んなさい。　　疲淑ない　　ように　　ねa

＄　jaqpai　mada　ciqta　cmketakaro（do）：N’，kabi　cume一
　　やはり　　　　まだ　　　少しは（海は）つめたかろうけ承ども，　　　　　　　　冷

・’@tal〈a　’koqnaNdo　iN　．iuq’oqt：aei　ka　｝」　ffeq　oqtacl
　たい‘　　ことなんど　　　　言って　∫ぴたって，　　1考えて1　　いたって，

s穏羅「≧alFi　k◎te　wai　轟a：
いけない　　ごとよ　　お前　　ね。 畠

M　‘一・・・・・・・…uNno　nakaN　kage｝N」mo　wailgaqdQde　Ba
　　　　　　海の　　　中の　　　　加濠も　　　　　悪いだろうよ　　　　ね。

S　ha：i

M　zakomo　tere　niak’etaNsodoN
　　　雑魚も　　　　獲れ　　　にくいのでしょうが。

S　’．i　as　itO　koiga　mata　uN　ff　a’　nj　uq　nd　or　eb　zi　”m　it’　a’　n　at

そうですよ。　これがね，　　　　　　海が　　　温まれば『

　　　　　　　　　　　　　　157）
anO　Za隻憩憩O　黛◎q舞a　Ju　nalsl　de：’n｝o
あのう　雑魚も　　　　機嫌が　　よく　なるし，　　そこで

　またゴ　　ね，

jaCl舞a玉‘
やっぱり

u敬a・珂uqm・raNn3慧；iN’Sit．藤齢deユaq・pa鷹
海が　　　温まらなければ，　　　1人聞まで　　　　　　　やっぱり

moha　t“　ft　a

ません　　　ね。

kora

　サ　　　　　　　　　　ココ　　の

’n3uqm◎玉　「
あたたまり

一　81・一



　　　　　　158）
｝直　ka黛om◎
　　　寵も

do・hikodeN　dekeq　ki．ta（le　na・
どれだけでも　　　　出来て　　　来たから　　　ね。

3’　ha：　ha：
　　はあ，　はあ。

M　zakowa　dohikodeN
　　　雑魚は　　　　どれだけでも

　　リ　　　　サ

tOljaq．t曾
獲られて

・」　qka　taq　doN　na；
いいんだけれども　　　ね。

S　ha：
　　はあ，

　りZ］aqto　 na：
そうです　　ね。

M　hai
　　はいe

S　mo：
　　もう

　　コ雄β｝

なる

mo　漁a

　　　のkOCja
ことは

ka　ff　opa　o

籠も

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

jaqpa1
やはり

雛孕Slta　 難a：
なりました・　ね。

hac．izigpoNbaqkai
　8　0本｝まカあり1こ　．

tw．　hai　mo：　hora　mata　．nikatoga　・atokara　kuqt．aqde
　　はV＞。．　　　　ほ激．　　また　　　新しいのが．　　あとから　　　来るんだから

na：
ね。

S　e：　e
　　ええ。

擁　ki爺umo　RaziqPONc董　kiq　oNde
　　　昨Hも　　　　何十本と　　　　　　来て　　いますからo

S　a：
　　はあ。

M　k　］’　uwa　mata　mukaNsi　mas　e・　soN　ka　gomo　hakoq　bj　a一
　　　今窺は　　　また　　　向江島へ　　　　　　　　その　　籠も　　　　　運ばなけ

s

raNna　surnaNdoN
れば　　　　いけないだが。

e：　bai　hai　sora．　rno：’一”’　kagQni－hazju　kakaN
ええ・　はい　　はい。　それ．は　　もう……　　擁に　　，　　駈を　　　　かかない

goto
ように

コ

1qpe
懸命に
kibaraNna　suN；nohaNffa
精出さなきゃあ　　いけないです。

rri’　8．2　一



ma　jaqto　jaNsGdoN　na．
まあ　　御苦労　　でしょうが　　　ね。

a19at◎冥owa・S三
ありがとうございます。

lcibai　．i　aNse
頑張なさしb

ha：i　hoirsara
はい。　　　それじゃ。

sa　jonara　da　re　］’　a　b」　na

　さようなら・　　　疲れなさるな。

hai　ma
はい6　まあ。

注

）
）
｝
1
2
3）
）
）
）
）
）
）

4
5
6
7
8
9
0

　
　
　
　
　
　
玉

）
）
）
1
2
3

工
1
1

（p．6）

（p．6）

（p．　6）

（p．6）

（p．7）

（p．7｝

（p．7）

（p．8）

（p　．8）

（p．9）

わない。

（p　．9）

（，ge・10）

（p．11］

以下頻出する。

標準語的。

坂颪iと｝、う地区名。

直訳では「あなftは」である・念を押す意があり・　「ね」と意訳して2；恥とごろ。

oqtaja（いたら）が正しいと思う。

軍隊用語。

「貰い上げて」の嚢。

wa　igenosiwaの縮まった形。　siは「衆：」の雛りg・

形容詞の基本形を助詞「も」で結ぶと，強意を示す。

ff幽 ｢まちカSい。

なお自分の言葉を続けようとしたが相手の言葉でさえぎられ，文悪がととの

標準語。

so：が先行すべきだが，　zjaq捻rを自立語として使う。

rje：＞dsu：＞dzu

　　　　　　　　　　一一　8，　3．一
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lokaqtadoの設り。

言いまちがい。

言いさし。

言いまちがい。

意味なし。

「燃えている」の意◎

部落名。

標準i諏）ヂはい」に当たる。

あとに「しっかりし癒さい」と言おうとした。

慶応な感じだ。ju　ja　rea（言いなさると）のまちがいか。1

区長たる山中氏の愛称。

質（たち）の義。

応答調の下にmataが来たばあい。

sezunikara＞sexuikara＞se3ikara＞sesikara＞sekkara
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e
hamecukuq（精出す）。

「衝いて」が原義。

「書って聞かせ申さんなら」の義

血いさし。

moiは「あたり・辺jの意。

morokeの濁音化。

「呉れやり賜わり瞭さんか」の義。

「であり居り申したよ」の義で，過去の習慣を表わす。．

これから前部と前の男性の話の後部とが重なる。

標準藷。

mu・Subi（約束・固め），　musubuは目的格。

（　i　ddzuimo　）

magolja一・maoija一のどれかであるべきだカ9あやまって一＄◎i～と

一〇i～とが重複。

〔p．27〕　juino：kiNの払いまちがい。

．（p．27）．標準語。

〔P．28〕　kijaqtaga（来ら泊たよ）でなければ変だ。

〔p．29〕　言いさし。

〔p．29）　「のしや．り申すまい」の義。「のす」は「塩える」意。

〔p．30〕　obaqsaNのようにきこえるが。

　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　8・4　一



47）

4，g）

49＞

50）

51＞

52）

53　）

54）

55）

56＞

57＞

581

翻
倒
滅
期
鋤
鋤
働
㎝
働
鰍
鋤
沿
m
㈲
ヘ
ノ
》
　
　
）
）
）
）

得
顕
7
5
7
6
7
7
7
8

〔p．30〕　「近しくなって」の意。

（P。31〕　言いさし◎

〔p　．33）　imadoNnota：とありたい。

〔P．33〕　rjo：ri＞dT，　u：ri＞d5ui＞dzui（料理）。．醜に標準語形が出なので・・：方

音に直して発音したとζろ。

（p．34）

（p．34）

（p　．34）

（p　，34）

〔1）。34〕

（p　．35）

（p．35）

（p．36）

変，実にの意にも用いるが・

（P．36）

（P．37）

（P．37）

（p．37）

〔P。婆0〕・．

（p　．4　0）

〔P，4至）

（p．42）

（P・43）

（p．44｝

〔P、4の

（P　．4　5）

（p．46）

（P・47）

（p．48｝

（P・48）

（P・48）

（P・48）

（p．49）

（p．50）

意味なし。

「出かける」意の敬譲語。「罷る」に「躇す」のついた形。

－ta々まやや濁るo

uqは強意を示す接辞。

ごのようなばあいは単に念を押す。

「落ち着きやり申しつらう、」の義。

「申し上げ串す」の義。

「禍」に力語毘をっ1＋た形。おそろしい。すごいなどの意から，副詞として大

　　　　　　　　ここでは感動詞的。

繍で荒畠にあんだ袋で，野菜・芋類を入れる。

言いさし。

地名。

mo至は「あたり・辺」の意。

soidQNkar・aNがそうきこえるのだろうσ・

kozuq（杵でっき砕く）

「i置体」から来ている。

八再屋の仕入2・i、先である。

片浦に隣接する部落名。

標準語形。

「うろうろしておられない」という鶴葉を省略している。

ごこでは「売るとしたら」の意，

「言うて聞かするで」の謝ヒリ。

「大変よく売れるjの意o

eqkjaNsebaが薩限i方書として｝ま普し通。　　　　　’i：

「一生」から来た語。　　　　　　　　　　　　．∵、．

枕崎の卸間麗の名。　　　　　　　　　　　　・．　、．：tt．1．

「雷うて聞かせやった」の銚り。

aRo　tewa＞　abl・　ta

言いまちがい。

一85一
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W0

W1

W2

W3

翌
W
5
8
6
8
7
路

）
　

）

9
　0

8
　
Q
り

蔑
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）
　

、
　

）

1
　
2
　
3
　
4

9
　
9
　
9
　
Q
v
95）

96）

oJ7＞

98＞

99＞

1　ce）

101＞

玉02）

〔P．51〕　言いまちがい。

〔p．5」〕　敬意を含む主格助詞。

〔P．51〕　敬意を含む主格助詞。

〔P。SD　　「下さらない」の意味でいう。

（P．5幻　 niziNbaとありたい。

〔p．52）　moN　zjaはたしかな根拠があっての推定表現。

（p．53〕　意味なし。

〔p．55）　「御覧なさい」が原義。

（p。55）　窺いまちがい。

（p．55〕　　「高くな㌃、」とル、う’心・持。

〔P．56）　震いまちがいかa

（P．56〕　対話をまだ続行するのかと言ったとζろ。

〔p．56〕　標準語。

（P。56）　あとに「伝えよう」の意が続くべきところ。

（P．57〕　「打ちかかれば」の義。

（p．57〕　一do：は一三。の濁音化、前‘こ標準語形が出たので，

直した。「下りもの」は鹿児島方面からくだって来た晶をいう。

〔P．57〕　　標準語：o

〔P．59〕　男女対’誕が重なる。

（p．60〕　a｛jaq（あり　なさる）がスムースに出ないで，

意譲的に：方言の弾帯に隷’、

とぎれた形になったもの。な

お「元気ニアル」という形をよろごぶ。geNkiの中に助詞「二」』は・とけ込んでいる。
　　　　o　　e　　o

（p．60）

（p．61］

（P．61）

（p．61］

（p．61）

1ca）　104）　Cp．61）

305＞

106）

107　）

108）

109）

110）

王11）

（P．　61　）

（p．61）

（P，62）

（p．62）

（p．62）

（P，’62）

（p．63）

古語「むかはりfi　」の設り。

「おじいさんと言われたい」が言外の意味。「

標準藷。

「きり焼くやら」の義・最初のk葦qは接頭辞。

「芸もない」からの音韻変化・意味変化。

　　このようなばあいの「又」は単に念を押す意，

cjutadeciの説り。　「と言ったからとて」の惹。

お金のこと。

どうしても「手紙を呉れない」の意。

kazumoとありたい。　tt

uzekeNnO又はuzekeN　noとありたい。

「迷惑だが」ぐらいの心持。

ffレ、まち力玉い。

一一
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112）

113）

l14）

115）

116）

117）

118）
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）
）
姐
4
3
1
1

〔P．64〕　kaは言いさし。

〔p、64〕　「来は成りはし申さんやらうjの義。

〔P．64）　「孫ができるのがすぐだ」の意。

〔p．64〕　cjoqは失敗しときの叫び。　simai（しま’う）の名詞形i‘　s　i・　meと一縮に・一・一・：

語のように使う。

〔P．67〕　ju：を尊敬体に言い直した。

〔p。67〕　kamiwaとありたい。

〔p．67〕　（　）は下の文意と結びつかない。話手はsもN』とかsoN　ma：とか∫aqpafと

かをしきりに挿入するので，訳をつけない方がよいことが多い。
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U8

U9
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V0
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●
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●
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●
　
●
　
夢
　
O
　
●
　
o
　
，
　
■
　
■
　
●
　
O
　
●
　
o

ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ

gaは書いまちがい。

いくぶん〔Da〕にきこえる。

弱い促音。

言いよどみ。無意味なことばが続く。

意味なし。

一no一は言いまちがい。

喪i服：をi速想したらしい。

意味なし。

意味なし。

幽いさし。

一gaは前のrmoの書い直し。

一Cが濁ったもの。

意味なし。

「感歎する」の意。

魚群が密でない。

酬いさし。

これは次の話と重なる。

「ね」と意訳してよい。

cjuの濁音化。

一so一がいくぶん濁る。

「泊める場所」の意。

baiは網を張ること。

大隅半農の港名。

三浦から近距離の大浦潟のこと。

魚群する。

一87一



1彊）　〔p。77〕　散在している様。

翼5）　〔p．77）　生笹の中に入承た雑魚は半分以上も死ぬので，それを気遣っての闘いである。

．三46）ttt〔p．7　7．〕　雑魚が鰹の餌に適した大きさをいう。

三47）　〔P。77〕　「生厨籠の8分昌」の意。

148）　　〔p．78〕　雷いさし。

149）　・〔p。79〕　薩れるかも知れ，ない」ということばが続くとごろ。・．

150）．i、』〔P・79〕・．書し、まちカSV、o

151）　〔P．79〕　漁があってこそ商売は成り立つということ。

152）　〔P，？9〕　他の魚がまざること。鰯の小さい「たれくちj雑魚が鰹の鶴に最もよいが，他

153）

154）

ユ55）　ユ56）

157）

玉58）

の雑魚がまざると不適当なので，心配しての闘い。

〔P．79〕　llaN・”zjaがnaNnjaにきこえる。

〔p．81〕　ごこでは仮定の意味でなく既然の意卑

　　〔P．81〕　は対・話重なる。

〔P。81〕　goqは「御機簾」の嫌を略した形か。

〔p．82〕　生｛爵のための雛。

一88一
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